
5. 切土・盛土工法 

 

5.1 概 説 

 

5.1.1 切土・盛土工法の分類 

本研究は、切土・盛土工法に関する最新の技術を調査し、種類・性能・効果について分

類し、工法選定に役立つ資料を作成することを目的としている。 

 

ひと言で「切土・盛土工法」といっても、調査から始まり、施工、モニタリングに至る

まで、その工種は種々多様である。よって今回の調査においては、切土・盛土工を図-5.1.1

に示す４工程に大きく分類し、それぞれに関する技術を抽出することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.1 切土・盛土工の大分類 

 

①切土工 

  主に地山に関する工種を対象とする。掘削工、アンカー工、地山補強工などである。 

②リサイクル・安定処理工 

  切土を盛土材料として利用する際の改質工法を対象とする。 

③盛土工 

  盛土の安定を目的に実施する工種である。盛土補強土工、軽量盛土工、施工管理な

どがある。 

④のり面保護工 

 主に、播種工、構造物工を対象とする。 

 

 なお今回の研究においては、切土・盛土工に関する事前・事後調査方法については、調

査を実施していない。これらについては、前回資料 1)を参考にして頂きたい。 
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5.1.2 調査方法 

(1)調査方法 

 切土・盛土工法においては工種が多岐にわたるため、他工法のようなアンケート形式で

はなく、国土交通省の新技術情報提供システム（NETIS）による調査方法を採用すること

とした。 

 

調査方法はまず、同システムのキーワード検索により、「土工」、「のり面工」、「のり面緑

化」の３つのキーワードで関連技術を抽出した。なお今回収集した技術情報は、2008 年 3

月時点で掲載されていたデータである。 

次に、各技術を図-5.1.1 に示す４項目に大分類した。 

さらに、類似技術を中分類にまとめ、調査表としてまとめた。 

 

(2)調査表の見方 

 今回まとめた調査表に記載した項目を以下に示す。掲載した情報は全て NETIS 情報に

基づくものであるが、一部当委員会にて加筆修正した部分もあるため、注意事項を合わせ

て示す。 

 

 ・技術名称：NETIS の技術名称と同様 

 ・登録番号：NETIS の登録番号と同様 

 ・副題： 

    副題が長く枠内に収まらないもの、記載のないものについては、委員会にて簡略

化および追記した。 

 ・分類： 

    NETIS 記載の分類１～５およびレベル１～４を参考に、委員会でまとめ直した。 

 ・技術の区分： 

    工法、材料、機械、製品、システムのいずれかに○を付けた。 

 ・キーワード： 

    安全・安心、環境、情報化、コスト縮減・生産性の向上、公共工事の品質確保・

向上、景観、伝統・歴史・文化、リサイクルの８項目のうち、記載のあるものに○

を付けた。自由記入は掲載していない。 

 ・開発目標： 

    省人化、省力化、経済性の向上、施工精度の向上、耐久性の向上、安全性の向上、

作業環境の向上、周辺環境への影響抑制、地球環境への影響抑制、省資源・省エネ

ルギー、品質の向上、リサイクル性向上のうち、記載のあるものに○を付けた。 

 ・実績：NETIS の実績件数と同様 



 ・施工単価： 

    NETIS の「活用の効果の根拠」を参考にした。基本とする数量が 1.0 でないもの

については、委員会で算出し直した。 

 ・経済性低減率： 

    NETIS の「活用の効果」のうち、経済性を参考にした。向上の場合を(＋)、低下

の場合を(－)として表した。 

 ・工程低減率： 

    NETIS の「活用の効果」のうち、工程を参考にした。短縮の場合を(＋)、増加の

場合を(－)として表した。 

 ・周辺環境への影響：NETIS と同様 

 

 なお今回調査のひとつの大きな目的である各技術の環境影響については、表中の関連項

目を網掛けで示したので参考にして頂きたい。 

 

(3)切土・盛土工法に関する技術の分類 

 調査結果に基づき、「切土工」、「リサイクル・安定処理工」、「盛土工」、「のり面保護工」

のそれぞれについての技術を調査表にまとめた。 

 実施方法については、それぞれの項目毎に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5.2 切土工 

 

5.2.1 概要 

 切土工は主に、地山掘削工と切土斜面安定化工に大別できる。 

 このうち切土斜面安定化工には、排水工、アンカー工、抑止杭工、地山補強工、擁壁工

などがあるが、ここでは主にアンカー工と地山補強工について取りまとめを行った。 

 

5.2.2 NETIS 調査結果 

(1)地山掘削工 

 表-5.2.1 に、地山掘削工に関する調査表を示す。 

 地山掘削工は、岩盤掘削工とその他に分類した。 

 環境影響の観点から、無発破による低騒音・低振動の岩盤掘削技術が多数登録されてい

るのがひとつの特徴である。 

 

(2)切土斜面安定化工 

 表-5.2.2 に、切土斜面安定化工に関する調査表を示す。 

 切土斜面安定化工は、アンカー工と地山補強工に大別した。また共通事項として、材料、

製品、施工管理に関する技術が登録されているようである。 

 環境面でみると、特に地山補強工の中で、環境、景観、リサイクルをキーワードとし、

周辺環境への影響抑制、地球環境への影響抑制を開発目標とした技術が多く登録されてい

ることがわかる。これらから、景観や自然環境の保全を図りながら斜面を安定化すること

のできる地山補強工法が期待されている傾向が伺える。 

 

 なお、ここに紹介した技術は、NETIS のキーワード検索により抽出したものである。ア

ンカー工については、他にも様々な技術が存在しており、これらについては参考文献 2)な

どを参照していただきたい。 

 



 

 

表-5.2.1 調査表（地山掘削工） 
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1 トレンチ工法 HR-990054-A トレンチャー2018による岩盤の溝掘削工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 2 6 7,700 円/m 0 67 向上

2 芯割りジュニア KK-010016-A 芯割りジュニアによる芯抜き岩盤掘削工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 3 0 29,900 円/m3 47 40 向上

3 PAB工法(プラズマによる破砕技術) KK-040024-A 無発破による硬岩破砕技術 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 5 8 14,680 円/m3 -197 33 向上

4 クォーターセリ矢工法 KK-040044 縦横4分割に割取る油圧式破砕機による舗装版破砕 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 2,740 円/m2 6 49 向上

5 すみとり君 KK-050034-A 狭小隅部の小規模岩盤破砕工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 0 51,713 円/m3 -154 -299 向上

6 岩盤切削機サーフィスマイナー CG-990014-A 硬岩を低騒音低振動低粉塵で破砕 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 19 2 9,582 円/m3 -306 86 向上

7 高所岩盤掘削機による岩盤掘削工法 KT-010075-V ロッククライミングマシーンによる岩盤掘削工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 70 0 6,034 円/m3 3 1 同程度

8 ロックバスター(ROCKBUSTER)による無発破破砕工法 KT-060058-A 岩石・コンクリート等の機械化操作による無発破破砕工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 3 0 14,719 円/m3 24 1 向上

9 ローリングロックペッカー工法 KT-060146-A ローリング式ショートリーチ機による軟岩掘削工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 2 9,700 円/m3 35 67 向上

10 KNBB工法 KT-980690-V 無発破岩盤掘削工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ 1 5 3 5,143 円/m3 11 80 同程度

11 スーパービッガー工法 TH-020043 無発破岩盤破砕工法 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 12 5 11,820 円/m3 11 50 同程度

12 ロックペッカー工法 CB-040089 硬岩を低騒音で効率的に破砕 土工 岩盤掘削 ○ ○ ○ ○ 0 2 7 8,600 円/m3 43 83 向上

1 高所法面掘削機による掘削工法 KT-010076-V ロッククライミングマシーンによる掘削工法 土工 掘削工 掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 115 1163 191 6,163 円/m3 1 1 同程度

2 ピンローラー式除礫機 HK-050001-A 畑の表層の礫をピンローラで除去する 土工 掘削工 掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 8 0 616,767 円/ha 12 67 向上

3 竹割り型構造物掘削工法 CG-020002 急峻地での掘削土留め工法 土工 掘削工 掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 29 0 40,367,288 円/箇所 22 32 向上

4 2WAYエコショベル KT-070051-A クリーンな作業環境を実現する電動建設機械 土工 掘削工 掘削 ○ ○ ○ ○ ○ 2 0 0 1,534 円/m3 -27 0 向上

5 水中バックホウ・ビッグクラブ KT-000023-A 多機能水中施工機械を用いた捨石均しなどの水中施工 土工 掘削工 掘削 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 2 12 8,486 円/m2 3 87 同程度

6 新型ハイリーチクレーン CG-990001 バックホウベースの移動式クレーン 土工 掘削工 運搬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 350 13,000,000 円/台 同程度

7 簡易式土砂等運搬バケット工法 KT-060026-A クレーン操作による開放式土砂等運搬バケット 土工 掘削工 運搬 ○ ○ ○ 0 3 0 456 円/m3 6 9 同程度

8 掘削工法安定液用添加剤 BT-103 KK-050127-A アルカリ反応性エマルション型増粘剤 土工 掘削工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 4 3,330 円/m3 59 0 向上

No. 技術名称 登録番号 概要（副題）

分類 技術の区分 キーワード 開発目標 実績 活用の効果

施工単価

　　　　　　　　（単位）



 

 

表-5.2.2 調査表（切土斜面安定化工） 
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1 VSL永久アンカー工法 「コルゲートシースタイプ」 HR-990069 ロージンガー社開発のポストテンション方式のグラウンドアンカー工法 アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ 0 0 0 9,000 円/m 0 0 同程度

2 RSIグラウンドアンカー工法 KT-030024-A 繰り返し注入型アンカー（旧技術名称：SIグランドアンカー工法） アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 49 2 264,135 円/日 15 14 向上

3 EHD永久アンカー KT-040039-A 水密性、耐久性に配慮した引張り型の永久アンカー アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 186 45 77,659 円/本 22 50 向上

4 SSL永久アンカー工法 HR-990015-A 定着地盤の拡孔支圧形式による永久アンカー工法 アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 500 0 267,250 円/日 -14 0 向上

5 NMグラウンドアンカー工法 CG-980012-A 炭素繊維強化プラスチックより線等の新素材を用いた永久アンカー工法 アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 46 0 373,913 円/日 -28 4 向上

6 KTBスーパーフレームアンカー工法 KT-000115-A 世界に誇る先進技術を駆使した、スーパーメタルフレーム工法 アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 105 365 16 203,902 円/基 7 63 同程度

7 荷重分散型KTB永久アンカー工法 KT-990136-A 画期的理論に基づく世界初の荷重分散型永久アンカー工法 アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 268 2019 206 77,158 円/本 15 0 同程度

8 スーパーMCアンカー(スパイラル補強圧縮型永久アンカー) KT-990314-A 地すべり抑止、斜面安定に 適な現場組立アンカー アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ 7 71 15 342,046 円/本 14 29 同程度

9 耐久性保証SEEE永久アンカー工法 QS-030077 耐久性保証SEEE永久アンカー工法 アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 750,000 円/式 49 70 同程度

10 くさび定着方式周面摩擦先端圧縮型永久アンカー KT-060037-A QSA型永久アンカー アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 4 0 56,460 円/本 44 0 同程度

11 SEEE永久グランドアンカー工法　タイブルアンカーA型 KT-990071-A 高腐食環境に対応する高荷重対応永久グラウンドアンカー工法 アンカー工 グランドアンカー工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 248 3500 72 352,921 円/日 9 24 向上

1 擬似擁壁工法(SW工法・TOP工法) CB-990083-A 地山を擬似擁壁体として機能させる 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 91 377 114 24,086 円/m2 59 0 同程度

2 ミニアンカー工法 KT-990162-V 先端に拡大部を有する補強材による地山補強土工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 4 7 22,679 円/m2 9 50 向上

3 SPソイルネイル KK-040039-A 簡易二重管式ロックボルト工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 29 1 15,283 円/m 26 62 向上

4 地山補強土工法「ダグシム工法」 CB-010033 同時注入方式で省力化が可能 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 215 15 10,141 円/m 26 43 同程度

5 ロービングウォール工法 QS-000021-V 長繊維混入補強土一体緑化工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 343 19 12,981 円/m2 14 43 向上

6 LL補強土工法 QS-020015 斜面の超耐久性補強土工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 48,335 円/本 19 0 向上

7 補強筋法枠工 QS-040031 補強鉄筋と鋼製法枠及び植生シートの組合せによる法面緑化工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 23 2 28,541 円/m2 20 25 向上

8 タフフレキシブルフレーム工法(TFF工法) SK-010018-A 斜面崩壊予防工 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 19 5 35,920 円/m2 3 10 向上

9 ロープ付鉄筋挿入工法 HR-060003-A 法面斜面の補強 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 5 0 22,395 円/m2 16 8 向上

10 恒久排水補強パイプ(PDR工法) KT-040081-A 地震および豪雨時における法面補強工 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 26 60 4,344 円/m 71 60 向上

11 ノンフレーム工法 CB-020050-A フレームを用いず法面崩壊の抑制 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 510 21 26,654 円/m 10 21 向上

12 シーンネット工法 CG-010002 アンカーへの荷重を吸収、分散させる 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 14 0 17,926 円/m2 12 21 向上

13 グリーンパネル工法 CG-010007-A FRPパネルを用い、法面の安定を図る 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 59 310 42 11,019 円/m2 14 49 向上

14 ユニットネット工法 KK-010068-A 自然環境や景観を保全する地山補強工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 60 5 24,247 円/m2 4 9 向上

15 プレストネット工法 KK-040047-V 初期崩壊防止型地山補強工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 4 3 19,250 円/m2 2 33 同程度

16 カチットアンカー KK-040045-A カチットアンカーを使用した除去式鉄筋挿入工（ロックボルト） 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 117,855 円/日 32 20 向上

17 CTB工法 QS-980212-A 法面削孔システム 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ 21 63 9 133,502 円/日 8 40 同程度

18 SNアンカー工法 CG-010001-A 複合的斜面安定工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 21 0 617,720 円/日 9 39 同程度

19 MKフレーム工法 HR-070030-A のり面全面緑化可能な切土補強土工用受圧板 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 7 4 11,442 円/m2 3 90 向上

20 パワーネット工法 KT-080009 高強度ネット斜面安定工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 4 2 15,693 円/m2 9 30 向上

21 田(DEN)パネル工法 KT-070060-A 切土補強土用の緑化型鋼製受圧板 地山補強工 ネイリング 受圧板 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 11,713 円/m2 12 75 向上

22 既存植生を利用した災害斜面の復旧対策 HR-990053-A 自然植生の再生と鉄筋補強土の併用による斜面安定工法 地山補強工 ネイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 3 0 21,538 円/m2 14 25 向上

23 EPルートパイル工法 KT-000007 地山補強土工法 地山補強工 マイクロパイリング ○ ○ ○ ○ ○ 31 553 37 -20 向上

24 SPフィックスパイル KK-040038-A 多段フックを用いたセンターロッド残置式ルートパイル工法 地山補強工 マイクロパイリング ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 0 333,245 円/m 13 66 向上

25 ラディッシュアンカー工法 KK-990020-A 太径棒状補強体を用いた地山補強土工法 地山補強工 ダウアリング ○ ○ ○ ○ ○ 9 26 146 13,972 円/法m2 46 33 同程度

1 YSロックボルト支圧装置・支圧板ロックボルト工法 CG-000026 ロックボルトにて支圧補強を図る 地山、アンカー ロックボルト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 15 0 15,933 円/m2 30 21 同程度

2 クロスブリッジ KT-070090-A トラス構造を用いた切土補強土ロックボルト用受圧板 地山、アンカー 受圧板 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 11,880 円/m2 21 72 向上

3 KITフレーム工法 QS-020037-A ロックボルト（切土補強土工法）用鋼製反力板 地山、アンカー 反力板 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 93 6 7,376 円/m2 38 60 向上

4 キャップナット KT-070027-A 補強土工に使用する補強材の部品 地山、アンカー 頭部キャップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 106 7 9,129 円/箇所 17 60 向上

5 G-SET CB-030012-A ロックボルトの曲げ、せん断耐力向上 地山、アンカー スペーサー ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 110 2 1,440 円/本 0 40 向上

6 超音波ボルト長測定装置 KT-070050-A ロックボルト、アンカーボルト、H鋼などの埋設長さ、非破壊検査装置 地山、アンカー その他 施工管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 14 0 11,600 円/本 3 33 同程度

7 自穿孔ロックボルト長測定工法 KK-050091-A 出来型検査時に、自穿孔ロックボルトの掘削長を正確に測定 地山、アンカー その他 施工管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 1,720 円/本 86 80 同程度

8 NSDシステム KT-990295-A 無足場による補強土削孔システム 地山、アンカー その他 削孔 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 123 674 51 36,000 円/本 29 44 同程度

9 スタンドドライブ(SD)工法 SK-030015-A 無足場法面削孔装置 地山、アンカー その他 削孔 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 111 8 17,854 円/m 5 29 向上

開発目標 実績 活用の効果

施工単価

　　　　　　　　（単位）

No. 技術名称 登録番号 概要（副題）

分類 技術の区分 キーワード



5.2.3 切土斜面安定化工の分類 

 

5.2.3.1 切土斜面安定化工の適用性 

 表-5.2.3 に、各種切土斜面安定化工の比較を示す。 

 

表-5.2.3 切土斜面安定化工の比較 3)を一部修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このうち地山補強工は、施工性、地形、立地条件、地盤条件などに対する適用性は非常

に高い。しかし、規模や地質状況によっては特別な対処を必要とする場合もあるため、最

終的には安全性、経済性、工期などを含め適用条件を十分検討したうえで、補強工法の適

用を判断する必要がある。 

 以下に、地山補強工について概説する。 

アンカー工 地山補強工 擁壁工

機　構 工法の抑止機構

安定地山にアンカー体を造成

し、所定の引張り力を与え、受

圧板を介して積極的にすべりに

抵抗させる。

地山の変形に伴って補強材に

引張り力が生じ、地山の変形な

らびにすべりの発生を抑制す

る。

擁壁の荷重により活動に抵抗さ

せる。あるいはせん断力により

抵抗させる。

検討項目

構造物が近接する場合 ◎ ○ ○

複雑な地形 ○ ◎ ○

周辺環境への影響 小～中 小 小

地盤条件 検討項目

・定着地盤の位置とその引き抜

き抵抗力

・受圧板の沈下

・鋼管の腐食の程度

・地下水状況

・補強材の腐食の程度

・すべり面、弱層の位置、基盤の

位置

・予想される崩壊形態

・自立状況、地下水状況

・施工中の安全性は確保される

か

・地下水状況

・地盤支持力

・予想される崩壊形態

適した条件 ・すべり規模が中程度以上
・すべり面が比較的浅い場合

・すべり規模が中程度以下
・すべり規模が中規模以下

小規模な崩壊 △ ◎ ○

中規模な崩壊 ○ ○ ○

大規模な崩壊 ◎ × ×

地すべり ○ × ×

経済性
モデル設計による

比較

これらの中では最も高価な工法

であるが、抑止力が大きくなると

最も安価にもなり得る。

すべり深さや規模が中程度以下

であれば比較的安価であるが、

規模が大きくなり補強材の長さ

や本数が増加すると、アンカー

より高価になることがある。

抑止力をそれほど必要としない

場合に適用でき、安価であるが

工期を要する。

維持管理が必要である。
地震に対する安定検討が必要

である。

施工場所

地形

立地条件

すべり面

形状

その他留意事項

◎最も適している、○適している、△採用にあたって要注意、×適していない

工　　　　法



5.2.3.2 地山補強工 

 

(1)分類 

 地山補強工（地盤補強土工）とは、鉄筋などの棒状補強材を地中に多数設置し、補強材

が持つ引張抵抗力や曲げ抵抗力などにより地盤の安定化を図る工法である。地山補強工の

うち、主に斜面の補強に用いられ、細く比較的短い棒状補強材を用いた工法が、鉄筋補強

土工（ネイリング）と呼ばれるものであり、国内の地山補強工の大半はこの範疇に入って

いる。一方、地山補強工の中でもマイクロパイリングと呼ばれるものは、やや太径で長尺

の補強材を用い、引張抵抗力だけでなく、圧縮抵抗力も期待している。 

 

 ①ネイリング（Nailing） 

 ネイリングとは、細長比が大きく（長さに比べて直径が比較的小さい）曲げ剛性の小さ

い補強材（異形鉄筋、帯状鋼板等の芯材とそれを被覆するセメントモルタル等）を用いて、

主として補強材の引張抵抗力によって地山の安定性を向上させる工法で、鉄筋補強土工と

同義である。 

 

 ②ダウアリング（Dowelling） 

 ダウアリングとは、細長比が小さく（長さに比べて直径が比較的大きい）剛性の大きい

補強材（FRP ロッド、異形鉄筋等の芯材とそれを被覆する混合固化コラム）を用いて、補

強材の引張り抵抗のほか、曲げ抵抗、せん断抵抗および圧縮抵抗によって地山の安定性を

向上させる工法である。 

 

 ③マイクロパイリング（Micropiling） 

 マイクロパイリングとは、ネイリングとダウアリングの中間的な曲げ剛性、断面積を有

する補強材（異形鉄筋や鋼管等の芯材とそれを被覆するセメントモルタル等）を用いて、

補強材の引張り抵抗のほか、曲げ抵抗、せん断抵抗および圧縮抵抗によって地山の安定性

を向上させる工法である。 

 

 上述のように工法分類は、補強材の細長比、曲げ剛性、補強材の機能などにより行われ

ている。各分類に入る国内の工法の大きな違いとしては、ネイリングは主として異型鉄筋

を芯材とし、φ40～90mm の補強材料（削孔径と同じ）で引張り補強であること、ダウア

リングは主として FRP ロッドを芯材とし、混合固化コラムによる補強材径が非常に大き

く（40cm）、引張り補強の他に圧縮補強効果も考慮する場合があること、マイクロパイリ

ングは芯材などはネイリングとほぼ同じであるが、補強材径（削孔径）がφ90～135mm

とやや大きく引張り補強の他に圧縮補強としても用いられることなどがあげられる。 

 



(2)ネイリング 

 曲げ剛性の小さな補強材（セメントモルタル内に鉄筋等の芯材を配置したもの）を地山

中に配置し、主として補強材の引張り抵抗により地山を補強する工法の総称である。国内

の地山補強工法の大半がこれに分類される。 

 

【主要諸元】 

ネイリングの標準的な主要諸元を以下に示す。 

・用 途  ：自然斜面、切土のり面、トンネル坑口などの補強および山留め 

 ・適用土質 ：軟弱粘土層を除くすべての土質および岩 

 ・掘削高さ ：10～20m 程度まで 

 ・補強芯材 ：鉄筋類、ロックボルトおよびこれに類したもの 

 ・補強材長さ：2～8m 程度 

 ・補強芯材径：φ22～32mm 程度 

 ・削孔径  ：φ40～90mm 程度 

 ・のり面工 ：吹付けコンクリート、のり枠、大型プレート、 

        プレキャスト化粧コンクリート板など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.1 標準的な地山補強工法の例 3) 

補強材

グラウト

頭部結合

のり面緑化

のり面工



(3)マイクロパイリング 

 地山を削孔して鉄筋・鋼管などの補強芯材を挿入し、セメントミルクやセメントモルタ

ルなどを注入して造成した小口径場所打ち杭の総称である。径は 10cm 程度であり、ネイ

リングとダウアリングの中間的な剛性・断面積を有する。国内では、ルートパイル工法が

これに分類される。 

 

【主要諸元】 

ルートパイル工法の主要諸元を以下に示す。 

・用 途  ：自然斜面、切土のり面、トンネル坑口などの補強および山留め、 

       アンダーピニングなど 

 ・適用土質 ：N 値 0～3 の粘性土を除くあらゆる地層  

硬岩、軟岩、礫質土、砂質土、シルト 

 ・掘削高さ ：最大法面長 30m  

 ・補強芯材 ：鉄筋類、ロックボルトおよびこれに類したもの 

 ・補強材長さ：25～40m 

 ・補強芯材径：φ22～41mm 程度 

 ・削孔径  ：φ90～135mm 程度 

 ・のり面工 ：モルタル吹付け、のり枠、RC 板など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.2 EP ルートパイル工法（NETIS ホームページより） 

 



(4)ダウアリング 

 太く短い剛な補強材を地山に打設し、主として補強材のせん断および圧縮抵抗により地

山を強化する工法である。国内では、ラディッシュアンカー工法がこれに分類される。 

 

【主要諸元】 

ラディッシュアンカー工法の主要諸元を以下に示す。 

・用 途  ：地山補強土擁壁、仮土留め、斜面強化等  

・適用土質 ：岩・玉石及び礫質土以外の地盤を対象とする 

 ・掘削高さ ：10m 程度まで 

 ・補強芯材 ：FRP ロッド 

 ・補強材長さ：1～8m 程度 

 ・補強芯材径：φ35mm 程度 

 ・削孔径  ：φ300～500mm 程度 

 ・のり面工 ：コンクリート壁など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.3 ラディッシュアンカー工法（NETIS ホームページより） 

 



5.3 リサイクル・安定処理工 

 

5.3.1 概要 

リサイクル・安定処理工とは、発生土に添加材を加え、場内で有効利用するための工法

や添加材料のことである。これらは主に物理的、化学的に改質され、石膏、セメント、ポ

リマーなどが活用される。 

NETIS では、土工、安定処理工、軽量盛土として登録されている。これを土木学会の分

類（安定処理工、残土処理工、再生材料）に変換して分類表を作成し、調査研究を実施し

た。この結果をまとめたものが表-5.3.1 と表-5.3.2 である。表-5.3.1 は新技術の概要と

効果を簡単にまとめたもので、表-5.3.2 は単価や処理能力など具体的な数値を拾い出した

ものである。 

 

5.3.2 NETIS 調査結果 

NETIS 登録工法を調査した結果、この分野に該当するものとして 72 種が登録されてい

ことが判明した。その調査表は表-5.3.1 である。 

この表からわかることは、工法・材料区分、開発目標、実績、価格、工期低減率など、

技術の基本的な概要である。つまり、この表を活用することで、技術者が現場で活用した

い技術を探し当てることができる。低減率がマイナスで記入されている技術は、従来技術

と比較して非効率であることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.3.1 コスト低減率集計結果 

 

調査結果の中から、30％以下のコスト低減率の技術が多いことがわかる。中には、80%

低減した技術もあった。一方、価格も高く、工期も長いという技術もある。これは、発生

土を完全にリサイクルするためには捨て土置換えより不利になることが原因である。
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表-5.3.1 調査表（リサイクル・安定処理工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料・
工法区

分

分類1
（土木学会）

分類2
（NETIS）

分類3
（NETIS）

工
法

材
料

機
械

製
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シ
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テ
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全
安
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環
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コ

ス
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質
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景
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伝
統
歴
史

リ

サ

イ

ク

ル

省
人
化

省
力
化

経
済
性

施
工
精
度

耐
久
性

安
全
性

作
業
環
境

周
辺
環
境

地
球
環
境

省
資
源

品
質

リ

サ

イ

ク

ル

国
交
省

公
共
機
関

民
間

経済性
低減率
（％）

工程
低減率
（％）

周辺環境
への影響

1 無機系土質改良工法 CB-000003-A 泥土と現地発生土の再利用 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 60 300 8,267 円/m3 57 0 同程度

2 FTマッドキラー工法 CB-010011-V 泥土を瞬時に改良して再利用 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 40 6 4,020 円/m3 17 50 向上

3 土壌改良固化材(ハーデン) CB-010038 汚染土壌以外の土壌を改良し再利用 材料 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 29 89 69 900 円/m3 46 0 向上

4 エコハード(中性固化材) CB-030044 現地発生土を中性固化し再利用 材料 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 19 7

6 泥土再資源化技術 E3(イーキューブ)システム CB-030057-V 高含水の建設汚泥を粒状に改質 材料 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 9 0 11,831 円/m3 38 0 向上

7 建設泥土リサイクル装置 CB-030073-A 高含水の建設汚泥を粒状に改質 材料 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 3 11,400 円/m3 49 47 向上

9 自走式土質改良機 「リソイルマン」 CB-030085 現地発生土を改良装置で改良 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ 0 0 3 1,441 円/m3 26 50 向上

10 土壌改良材「ジプサンダー」 CB-040012 現地発生土を中性に改質し、再利用 材料 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ 0 14 6 35,000 円/ｔ 37 48 向上

14 砕・転圧盛土工法 CB-050042-A 底泥土を固化処理して堤体を改良 工法 安定処理工 土工 締固め ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 11 0 6,623 円/m3 33 8 向上

17 テフィックス CB-980051-A 現地土の改良及び粉塵の抑制 材料 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36 213 99 25,500 円/t -132 0 向上

18 固化処理工法(デイコンシステム) CB-980056-A 汚泥を固化処理し再利用 材料 安定処理工 安定処理工 締固め ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 3 2 5,584 円/m3 14 90 同程度

20 ReSM工法 CB-980075-A 発生土からソイルセメントを製造・打設 工法 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 10 5 9,257 円/m3 27 47 向上

21 建設発生土の流動化処理埋戻し工法 CB-980077 発生土を流動化処理し再利用 材料 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 2 0 12,563 円/m3 8 10 向上

28 OER工法 CG-070009-A 自走土質改良機を用い土質を改良 工法 安定処理工 安定処理工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 1,984 円/m3 3 44 向上

32 プラント混合方式固化処理工法「ザンドックス工法」 HK-030017 軟弱土を固化処理し再利用 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40 39 4 2,200 円/m3 0 0 向上

34 Fドライ HK-040006 不良土の土質を改良 材料 安定処理工 土工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 1 5 1,166 円/m3 32 0

35 フライアッシュを利用した建設汚泥の再生工法 HK-040007 泥土をフライアッシュで改良し再利用 材料 安定処理工 土工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 1 12,000 円/m3 29 0

37 ヒ素汚染土壌の不溶化剤 HK-060003-A ヒ素汚染土壌を薬剤を添加し改良 材料 その他 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 2,800 円/m3 8 85 向上

41 ドラムミキシング工法 HR-010003-A 浚渫土の管中混合固化処理技術 工法 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 0 1,799 円/m3 4 78 向上

44 環境に安全な無機系固化材 HR-050022-A 建設副産物の適正固化処理によるリサイクル促進 材料 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 5 1 4,500 円/m3 -186 -29 向上

45 HGS短繊維混合補強土工法 KK-020007 現地発生土を利用したのり面緑化工法 材料 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 0 9,124 円/m2 -156 -79 同程度

49 トゥーリフレッシャーシステム HR-990011-A 浚渫土有効利用のための連続土質改良システム 工法 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 3 0 8,187 円/m3 7 0 向上

53 ナイダスト(防塵セメント) KK-010047-A 発塵量を低減した普通ポルトランドセメント 材料 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ 20 50 100 480 円/袋 23 0 向上

58 エヌソイル KK-040042 高品質流動化処理土 材料 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 39 53 5,819 円/m3 0 65 向上

60 Mソイル KK-040049-A 砕砂製造時に発生する脱水ケーキをリサイクルした粒状路盤材 材料 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 11 1,450 円/m3 3 0 向上

66 SC工法 KK-060024-A スペント・カーバイトによる土質安定処理 工法 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 386 81 2,460 円/m2 14 0 向上

67 万能土質改良機による建設発生土再利用システム KK-980012-V 土質性状の異なる建設発生土を組み合わせ粒度や含水比を改善 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 9 0 1,288 円/m3 56 0 向上

70 スラリーモルタル管内充填工法 KK-990003 管内埋め戻し充填材の泥水リサイクル工法 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ 2 14 29 13,000 円/m3 19 29 同程度

72 多機能性硬化剤プロテックS(ケミソーン) KT-000033-A 天然土舗装用硬化剤 材料 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 45 1 4,353 円/m2 29 14 向上

74 ケークル KT-010001-A 無機性汚泥の再生利用システム 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 24 2,068 円/m3 54 0 向上

83 マッドラップ工法 KT-010211-V 泥土の急速脱水減容固化処理技術 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 3,338 円/m3 9 0 向上

90 ジェットパウダーグラウト(JPG)工法 KT-050074-A 粉体充填工法 工法 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 58 86 18,000 円/m3 10 24 向上

92 マッドクリーン (ペーパースラッジ系中性土壌固化剤) KT-060032-V 製紙焼却灰利用で植栽をも可能とする土質改良固化剤 材料 安定処理工 土工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 5 3 2,500 円/m3 0 73 向上

94 環境配慮型高性能自走式土質改良機 KT-060115-A 再利用に適さない建設発生土を現場内で処理し再利用 工法 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 8 0 1,549 円/m3 12 33 向上

97 MMB工法(マルチミキシングバケット工法) KT-070025-A 浅層地盤改良 工法 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 2 1,949 円/m3 33 33 同程度

110 流動化処理工法(LSS工法) KT-990318-A 締固め不要な土構造物構築法 工法 安定処理工 安定処理工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 197 1000 2000 11,164 円/m3 5 50 向上

114 自走式土質改良機 KT-990459-A そのままでは利用できない建設発生土を固化材等で改良 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 14 0 2,266 円/m3 11 43 向上

118 リベ-スジョイント工法 QS-030004-A 路床・路盤工にＦｅ石灰系処理材を用いた長寿命化舗装 工法 安定処理工 路床改良工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 101 1213 0 9,561 円/m2 3 13 向上

121 中性化固化改良工法 QS-030034-V 泥土（浚渫土・建設汚泥）を改良機と固化材を用いて瞬時に改良、再資源化するシステム 工法 安定処理工 土工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 15 5 5,113 円/m3 56 0 向上

142 汚泥改良工法 SK-990021-V 建設汚泥を団粒固化させ再利用を可能とする処理技術 工法 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0 0 7,500 円/m3 44 0 向上

144 現場再生シマルッサ TH-010019-A 移動式プラントで建設汚泥を造粒固化処理した改良材 工法 安定処理工 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 4 3 12,821 円/m3 50 0 向上

146 ボンテラン工法 TH-020042-V 高含水比汚泥リサイクルシステム 工法 安定処理工 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22 201 17 3,563 円/m3 10 50 向上

148 WBS工法(ウッドチップ・ベーススタビ工法) TH-020045 建設発生木材をリサイクルする路床安定処理工法 工法 安定処理工 路床改良工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1 0 4,750 円/m3 28 0 向上

150 高含水土固化リサイクルシステム TH-020053-A 建設汚泥の粒状固化処理工法 工法 安定処理工 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 14 4 12,700 円/m3 30 30 向上

31 「すきとり土」の現場内選別工法 HK-030003-V すきとった土を分別し、再利用 工法 残土処理 土工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 42 48 2 3,410 円/m3 38 33 向上

25 オディクリーン工法 CG-000030 泥土を固化材を使用し粒状土に改良 工法 残土処理 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 12 0 10,000 円/m3 23 0 向上

85 袋詰脱水処理工法 KT-020065-V ジオテキスタイル製袋に高含水比土を充填して脱水を促進 工法 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 1 1 6,610 円/m3 39 0 向上

100 サンプラスター工法 KT-070082-A 泥土の減容化・土壌化工法 工法 残土処理 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 1 6,096 円/m3 25 0 同程度

111 ツイスター工法 KT-990355-A 埋戻し材料の破砕と添加物混合を同時に行う 工法 残土処理 安定処理工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 12 7 3,250 円/m3 9 9 向上

153 オデッサシステム TH-980015-A 建設汚泥等造粒化再資源化施設 工法 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36 361 51 14,867 円/m3 41 0 向上

154 浚渫土砂処理システム TH-990072-A 高圧脱水減溶化システム 工法 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 20 0 7,616 円/m3 17 0 向上

42 アルカリ土壌中和剤「ドクターペーハー」 HR-020030-A 建設発生土のアルカリ土壌中和剤 材料 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 18 29 4,180 円/m3 66 70 向上

63 高含水泥土用粒状固化剤SX820 KK-050105-A 高含水泥土用粒状固化剤 材料 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 0 7,680 円/m3 51 0 向上

19 スーパー・バキューム・プレス(S・V・P) CB-980068-A 汚泥を真空加圧脱水して再利用 工法 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 9 5,300 円/m3 18 0 向上

23 自走式スクリーンBM3618SおよびBM595F CB-990005 発生土を篩い分けし再利用 工法 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 3 500 円/t 80 -65 向上

65 すきとり表土草根分別装置 KK-060007-A すきとり表土を分別し、土砂を盛土材料に再利用可能とする装置 工法 残土処理 土工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 1,890 円/m3 59 0 向上

50 底面脱水(BDF)工法 HR-990040-A 埋立浚渫土の早期脱水工法 工法 残土処理 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 5 2 3,028 円/m3 5 58 向上

89 乾風丸 KT-050058-A ロックフィルダムのコア材強制乾燥 材料 再生材料 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 1 20 円/m2 77 43 向上

5 再生砂 CB-030054 汚染土壌を焼成処理し再利用 材料 再生材料 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 5 8 950 円/m3 13 0 向上

24 製砂泥土を利用した再生土「リソイル」 CG-000024-A 製砂汚泥を安定処理し再利用 材料 再生材料 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 4 2 4,300 円/m3 2 0 向上

46 SRC路盤材 HR-060006-A 建設汚泥（セメント系）を造粒固化した路盤材 材料 再生材料 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 6,000 円/m3 65 -200 向上

82 サンドウェーブ(リサイクルガラス造粒砂) KT-010157-A 廃ガラスびん及びガラスくずの造粒砂化 材料 再生材料 その他 締固め ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 5 6 1,688 円/m3 10 0 向上

109 N-ライト(建設系無機汚泥再生資材) KT-990235-A 建設系無機汚泥中和処理リサイクル建設資材 材料 再生材料 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 20 43 2,100 円/m3 22 0 向上

122 改良土くん QS-030037 建設系無機汚泥をリサイクル改良した埋め戻し材 材料 再生材料 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 1,300 円/m3 13 0 向上

123 土壌安定材ステア-Y QS-030063 無機系土壌安定材によるリサイクルシステム 材料 再生材料 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 6 300 8,718 円/m3 48 38 同程度

124 HC複合盛土材 QS-040018-A 湿式砕砂汚泥（脱水ケーキ）の再資源化 材料 再生材料 その他 ○ ○ ○ ○ ○ 7 58 4 1,950 円/m2 -29 27 向上

128 再生石膏中性固化材(エコパⅠ) QS-070005-A 廃石膏ボードのみを使用した土質改良材 材料 再生材料 安定処理工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 8 0 3,600 円/m3 3 0 向上

131 粒状改良土「スーパーソイル」 QS-980226 廃ガラスを焼成発泡させた多孔質軽量材 材料 再生材料 土工 残土処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 376 65 向上

141 石炭灰造粒固化「HiミックスRC30」 SK-070008-A 石炭灰を主原料とした路盤材料等 材料 再生材料 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 200 603 円/m2 11 0 向上

143 シマルッサ TH-010018-A 建設汚泥を造粒固化処理して、良くしまる再生砂に改良する技術 材料 再生材料 土工 埋戻し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 41 218 1,100 円/m3 8 0 向上

39 ガラコン砕 HK-060011-A セメント系コンクリート再生骨材のリサイクル方法 材料 再生材料 土工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 18 0 4,135 円/m3 38 0 向上

78 カルグリ KT-010060-V 膨張頁岩・産業廃棄物を高温焼成した人工軽量盛土材 材料 軽量盛土工 軽量盛土工 その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 13 11 89,857 円/m 17 0 同程度
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表-5.3.2 詳細調査表（リサイクル・安定処理工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料・工法
区分

添加剤の種類 会社名
単価の区

分

経済性
低減率
（％）

工程
低減率
（％）

比較対象
周辺環境
への影響

大処理量 必要面積 対応土質 その他特徴

1 無機系土質改良工法 CB-000003-A 泥土と現地発生土の再利用 工法 GEOビースター 田口技術研究所 8,267 円/m3 材工 57 0 廃棄処理 同程度 100kg/m3添加 － 有機質土 有機質土とセメントをつなぐ

2 FTマッドキラー工法 CB-010011-V 泥土を瞬時に改良して再利用 工法 PS灰 フジタ 4,020 円/m3 材工 17 50 石灰改良 向上 180kg/m3添加 － 有機質土 中性

14 砕・転圧盛土工法 CB-050042-A 底泥土を固化処理して堤体を改良 工法 セメント系 フジタ 6,623 円/m3 材工 33 8 購入土置換え 向上 100m3／日 1600m2 溜池底泥等 トレンチャー混合

20 ReSM工法 CB-980075-A 発生土からソイルセメントを製造・打設 工法 － 熊谷組 9,257 円/m3 材工 27 47 購入土置換え 向上 110m3／日 200m2 泥土～砂レキ質土 狭隘地施工可

32 プラント混合方式固化処理工法「ザンドックス工法」 HK-030017 軟弱土を固化処理し再利用 工法 － 宇部興産 2,200 円/m3 工費 0 0 バックホウ混合 向上 500m3／日

28 OER工法 CG-070009-A 自走土質改良機を用い土質を改良 工法 － 大歳組 1,984 円/m3 材工 3 44 粘性土 向上 160m3／日 3m×20m 軟弱粘性土 鉄鋼スラグ活用

41 ドラムミキシング工法 HR-010003-A 浚渫土の管中混合固化処理技術 工法 セメント系 本間組 1,799 円/m3 材工 4 78 バックホウ混合 向上 831m3／日 水面 含水比110%以下粘土 混練性が高い

49 トゥーリフレッシャーシステム HR-990011-A 浚渫土有効利用のための連続土質改良システム 工法 セメント系 本間組 8,187 円/m3 材工 7 0 グラブ浚渫 向上 425m3／日 水面 泥土 排送距離700m

66 SC工法 KK-060024-A スペント・カーバイトによる土質安定処理 工法 スペント・カーバイト エス・シー 15,000 円/ｔ 材料費 14 0 生石灰 向上 － 制限無し 重金属不溶化可能

67 万能土質改良機による建設発生土再利用システム KK-980012-V 土質性状の異なる建設発生土を組み合わせ粒度や含水比を改善 工法 なし コトー 1,288 円/m3 材工 56 0 土入替え 向上 120m3／h 500m2 ベルコン移動可能土 2～3種の土を混合し粒度調整

70 スラリーモルタル管内充填工法 KK-990003 管内埋め戻し充填材の泥水リサイクル工法 工法 セメント系 住友電設 13,000 円/m3 材工 19 29 フローサンド 同程度 100m3／日 15m×15m 粒径0.5mm以下 500m圧送可能

90 ジェットパウダーグラウト(JPG)工法 KT-050074-A 粉体充填工法 工法 － 浅沼組 18,000 円/m3 10 24 CBモルタル 向上 － 2.5×10ｍ 空洞個所 浮力防止

97 MMB工法(マルチミキシングバケット工法) KT-070025-A 浅層地盤改良 工法 － 福田組 1,949 円/m3 工費 33 33 トレンチャ式 同程度 330m3／日 100m2 軟弱地盤

110 流動化処理工法(LSS工法) KT-990318-A 締固め不要な土構造物構築法 工法 流動化材 流動化処理研究機構 11,164 円/m3 材工費 5 50 山砂埋め戻し 向上 生コン同等 無制限 粒径40mm以下 フロー値調整必要

114 自走式土質改良機 KT-990459-A そのままでは利用できない建設発生土を固化材等で改良 工法 万能 日立建機 2,266 円/m3 材工費 11 43 バックホウ 向上 135m3/h 3.0×12.5m 砂～粘土 自走式

118 リベ-スジョイント工法 QS-030004-A 路床・路盤工にＦｅ石灰系処理材を用いた長寿命化舗装 工法 粒調Fe処理材 エフイ石灰技術研究所 9,561 円/m2 材工費 3 13 Fe石灰工法 向上 180m2／日 － － 振動低減

142 汚泥改良工法 SK-990021-V 建設汚泥を団粒固化させ再利用を可能とする処理技術 工法 マデックス 国際環境技研 7,500 円/m3 材工費 44 0 産廃処理 向上 500m3／日 400m2 汚泥 水槽で攪拌

121 中性化固化改良工法 QS-030034-V 泥土を改良機と固化材を用いて瞬時に改良、再資源化するシステム 工法 石膏 冨士機 5,113 円/m3 材工費 56 0 場外処理 向上 700m3／日 － 浚渫土 pHは中性

144 現場再生シマルッサ TH-010019-A 移動式プラントで建設汚泥を造粒固化処理した改良材 工法 水溶性ポリマ ジャイワット 12,821 円/m3 材工費 50 0 山砂埋戻し 向上 120t／日 15m×15m 汚泥

146 ボンテラン工法 TH-020042-V 高含水比汚泥リサイクルシステム 工法 古新聞 森環境技術研究所 3,563 円/m3 材工費 10 50 セメント固化 向上 － － 高含水汚泥 古紙で水分吸収

148 WBS工法(ウッドチップ・ベーススタビ工法) TH-020045 建設発生木材をリサイクルする路床安定処理工法 工法 木材チップ 大日本コンサルタント 4,750 円/m3 材工費 28 0 置換え 向上 － － 現地発生土 セメントでチップ不朽防止

150 高含水土固化リサイクルシステム TH-020053-A 建設汚泥の粒状固化処理工法 工法 不明 信幸建設 12,700 円/m3 材工費 30 30 場外処理 向上 150m3／日 300m2 含水比200%以下 中性

3 土壌改良固化材(ハーデン) CB-010038 汚染土壌以外の土壌を改良し再利用 材料 クリンカーアッシュ アグロジャパン 900 円/m3 材工費 46 0 生石灰 向上 50kg/m3添加 － 有機質土、粘土 中性

4 エコハード(中性固化材) CB-030044 現地発生土を中性固化し再利用 材料 石膏 チヨダウーテ 有機質土、粘土 中性

6 泥土再資源化技術 E3(イーキューブ)システム CB-030057-V 高含水の建設汚泥を粒状に改質 材料 11,831 円/m3 38 0 向上

10 土壌改良材「ジプサンダー」 CB-040012 現地発生土を中性に改質し、再利用 材料 石膏 石原産業 35,000 円/ｔ 材料費 37 48 セメント 向上 － － 有機質土、粘土 中性

17 テフィックス CB-980051-A 現地土の改良及び粉塵の抑制 材料 テフロン NIIPOコーポレーション 25,500 円/t 材料費 -132 0 セメント 向上 － － 粘性土は注意 粉塵を99%抑制

18 固化処理工法(デイコンシステム) CB-980056-A 汚泥を固化処理し再利用 材料 － 東洋建設 5,584 円/m3 工費 14 90 BH浚渫船 同程度 125m3／h 40m×20m 泥土

21 建設発生土の流動化処理埋戻し工法 CB-980077 発生土を流動化処理し再利用 材料 流動化剤 大成建設・エースコン工 12,563 円/m3 材工費 8 10 購入砂水締め 向上 － 5m×19m 砂質土 ポンプ車打設

34 Fドライ HK-040006 不良土の土質を改良 材料 フライアッシュ 北海道電力 1,166 円/m3 材料費 32 0 高炉セメント － － 高含水比土 スラリー使用可

35 フライアッシュを利用した建設汚泥の再生工法 HK-040007 泥土をフライアッシュで改良し再利用 材料 フライアッシュ 北海道電力 12,000 円/m3 工費 29 0 産廃 向上 － － 高含水比土 重金属対策は別

44 環境に安全な無機系固化材 HR-050022-A 建設副産物の適正固化処理によるリサイクル促進 材料 4,500 円/m3 -186 -29 向上

53 ナイダスト(防塵セメント) KK-010047-A 発塵量を低減した普通ポルトランドセメント 材料 フッ素樹脂 麻生ラファージュセメント 480 円/袋 材料費 23 0 セメント 向上 － － 制限無し 近畿地区のみ供給

60 Mソイル KK-040049-A 砕砂製造時に発生する脱水ケーキをリサイクルした粒状路盤材 材料 なし 森組 1,450 円/m3 材料費 3 0 クラッシャー 向上 － － － 西宮から50km以内で販売

7 建設泥土リサイクル装置 CB-030073-A 高含水の建設汚泥を粒状に改質 材料 11,400 円/m3 49 47 向上

9 自走式土質改良機 「リソイルマン」 CB-030085 現地発生土を改良装置で改良 工法 セメント系 住友建機 1,441 円/m3 材工 26 50 バックホウ 向上 記述無し 4m×11m レキ～泥土まで 前処理スクリーン搭載

94 環境配慮型高性能自走式土質改良機 KT-060115-A 再利用に適さない建設発生土を現場内で処理し再利用 工法 万能 キャタピラ三菱 1,549 円/m3 材工 12 33 バックホウ 向上 120m3／h 3.0×12.5m 砂～粘土 自走式

58 エヌソイル KK-040042 高品質流動化処理土 材料 なし 日本興産 5,819 円/m3 材料費 0 65 流動化処理土 向上 200m3／日 － 軟岩まで 解こう機械を使用したプラント

72 多機能性硬化剤プロテックS(ケミソーン) KT-000033-A 天然土舗装用硬化剤 材料 セメント系 綿半インテック 4,353 円/m2 材工 29 14 購入土 向上 200m2／日 機械毎 現場発生残土

92 マッドクリーン (ペーパースラッジ系中性土壌固化剤) KT-060032-V 製紙焼却灰利用で植栽をも可能とする土質改良固化剤 材料 ペーパースラッジ ベストウエイ 2,500 円/m3 材工 0 73 石灰 向上 － － 植生する軟弱土 pH=7～8

74 ケークル KT-010001-A 無機性汚泥の再生利用システム 工法 石灰系 氣工社 2,068 円/m3 材工 54 0 生石灰 向上 200m3／日 機械毎 含水比100%までの脱水ケーキ

83 マッドラップ工法 KT-010211-V 泥土の急速脱水減容固化処理技術 工法 宇部興産 3,338 円/m3 材工 9 0 フィルタプレス 向上 800m3／日 台数毎 高含水粘土 脱水と固化が同時

37 ヒ素汚染土壌の不溶化剤 HK-060003-A ヒ素汚染土壌を薬剤を添加し改良 材料 石膏 イーエス総合研究所 2,800 円/m3 材料費 8 85 高炉セメント 向上 － － 砒素汚染土 不溶化材料

45 HGS短繊維混合補強土工法 KK-020007 現地発生土を利用したのり面緑化工法 材料 ポリエステル繊維 土木研究センタ 9,124 円/m2 材工 -156 -79 芝張り 同程度 － 工法毎 粘土～砂質 耐侵食性能向上

31 「すきとり土」の現場内選別工法 HK-030003-V すきとった土を分別し、再利用 工法 － あすなろ道路 3,410 円/m3 材工 38 33 場外処分 向上 50m3／日 200m2 粘土は含水比25％以下 凹凸ブレード装備

25 オディクリーン工法 CG-000030 泥土を固化材を使用し粒状土に改良 工法 特殊固化材 オディクリーン工法協会 10,000 円/m3 材工 23 0 捨土＋購入土戻し 向上 34m3／h 9m×18m レキ～粘土～有機土 クラッシャー装備

85 袋詰脱水処理工法 KT-020065-V ジオテキスタイル製袋に高含水比土を充填して脱水を促進 工法 なし 土木研究センタ 6,610 円/m3 材工 39 0 機械式脱水 向上 100m3／袋 袋サイズ毎 流動性のある土 汚染土封じ込めも可能

100 サンプラスター工法 KT-070082-A 泥土の減容化・土壌化工法 工法 石膏 みらい建設工業 6,096 円/m3 材工 25 0 機械式脱水処理 同程度 100m3／日 バックホウ面積 含水比200%泥土 コーン指数200kN/m2以上

111 ツイスター工法 KT-990355-A 埋戻し材料の破砕と添加物混合を同時に行う 工法 万能 日本国土開発 2,600 円/m3 工費のみ 9 9 スタビライザ 向上 75m3／h 7×30m 粘土～砂～レキ土 固定式

153 オデッサシステム TH-980015-A 建設汚泥等造粒化再資源化施設 工法 天然ポリマー オデッサ・テクノス㈱ 14,867 円/m3 材工 41 0 廃棄処分 向上 60ｍ３／日 10tセルフ荷台 レキ～粘土まで バッチ式で排水無し

154 浚渫土砂処理システム TH-990072-A 高圧脱水減溶化システム 工法 なし 大豊建設㈱ 7,616 円/m3 工費のみ 17 0 安定処理 向上

42 アルカリ土壌中和剤「ドクターペーハー」 HR-020030-A 建設発生土のアルカリ土壌中和剤 材料 中和材 インターファーム 4,180 円/m3 材工 66 70 客土置換 向上 機械毎 機械毎 アルカリ汚泥 生じた塩類は難溶性

63 高含水泥土用粒状固化剤SX820 KK-050105-A 高含水泥土用粒状固化剤 材料 アクリル酸塩系 日本触媒 7,680 円/m3 材工 51 0 廃棄処理 向上 40m3／日 機械毎 含水比500％泥土まで 短時間粒状化

19 スーパー・バキューム・プレス(S・V・P) CB-980068-A 汚泥を真空加圧脱水して再利用 工法 － 前田建設工業 5,300 円/m3 工費のみ 18 0 フィルタプレス 向上 100m3／日 5m×130m 汚泥 セメント混入土の脱水可

23 自走式スクリーンBM3618SおよびBM595F CB-990005 発生土を篩い分けし再利用 工法 － 小松製作所 500 円/t 工費のみ 80 -65 ダンプ残土処理 向上 500t/h 15m×15m フルイ用土 自走式

65 すきとり表土草根分別装置 KK-060007-A すきとり表土を分別し、土砂を盛土材料に再利用可能とする装置 工法 なし コトー 1,890 円/m3 材工 59 0 廃棄処理 向上 120m3／日 100m2 レキ～粘土 草根と土の分別

50 底面脱水(BDF)工法 HR-990040-A 埋立浚渫土の早期脱水工法 工法 なし 株木建設 3,028 円/m3 材工 5 58 天日乾燥 向上 40m3／日 2500m2 浚渫土 工期は天日乾燥の1/3

89 乾風丸 KT-050058-A ロックフィルダムのコア材強制乾燥 材料 20 円/m2 77 43 向上

5 再生砂 CB-030054 汚染土壌を焼成処理し再利用 材料 なし サン・ビック 950 円/m3 材料費 13 0 山砂 向上 － － － 1100℃焼成

24 製砂泥土を利用した再生土「リソイル」 CG-000024-A 製砂汚泥を安定処理し再利用 材料 4,300 円/m3 2 0 向上

46 SRC路盤材 HR-060006-A 建設汚泥（セメント系）を造粒固化した路盤材 材料 セメント系 山隆組 6,000 円/m3 材料費 65 -200 産廃処理 向上 － － 無機汚泥 pHは1ヶ月で低下、植栽可

82 サンドウェーブ(リサイクルガラス造粒砂) KT-010157-A 廃ガラスびん及びガラスくずの造粒砂化 材料 － ガラスリソーシング 1,688 円/m3 材料費 10 0 天然砂 向上 － － 密度は含水比の影響を受けない

109 N-ライト(建設系無機汚泥再生資材) KT-990235-A 建設系無機汚泥中和処理リサイクル建設資材 材料 固化材 新産業研究所 2,100 円/m3 材料費 22 0 再生砕石 向上 － － 盛土材料 pH=7.0前後

122 改良土くん QS-030037 建設系無機汚泥をリサイクル改良した埋め戻し材 材料 脱水のみ 吉井環境センタ 1,300 円/m3 材料費 13 0 真砂土 向上 － － － 脱水処理土

123 土壌安定材ステア-Y QS-030063 無機系土壌安定材によるリサイクルシステム 材料 フライアッシュ くらば 8,718 円/m3 材工 48 38 汚泥処理 同程度 － － －

124 HC複合盛土材 QS-040018-A 湿式砕砂汚泥（脱水ケーキ）の再資源化 材料 生石灰 大坪石材㈱ 1,950 円/m2 材工 -29 27 真砂土 向上 － － 脱水ケーキ

128 再生石膏中性固化材(エコパⅠ) QS-070005-A 廃石膏ボードのみを使用した土質改良材 材料 石膏 ㈱真人 3,600 円/m3 材料費 3 0 石灰 向上 － － 含水比300%以下軟弱土 反応熱無し

131 粒状改良土「スーパーソイル」 QS-980226 廃ガラスを焼成発泡させた多孔質軽量材 材料 ガラス ㈱トリム 16,500 円/m3 材料費 2 50 発泡スチロール 向上 － － 軽量埋戻し材 地下水位上で使用

141 石炭灰造粒固化「HiミックスRC30」 SK-070008-A 石炭灰を主原料とした路盤材料等 材料 相原組 603 円/m2 材工 11 0 下層路盤工 向上 － － －

143 シマルッサ TH-010018-A 建設汚泥を造粒固化処理して、良くしまる再生砂に改良する技術 材料 水溶性ポリマー ジャイワット 1,100 円/m3 材料費 8 0 山砂 向上 － － － －

39 ガラコン砕 HK-060011-A セメント系コンクリート再生骨材のリサイクル方法 材料 コンクリートガラ 藤清 4,135 円/m3 材料費 38 0 再生砕石 向上 － － － 二酸化炭素を48kg/m3削減

78 カルグリ KT-010060-V 膨張頁岩・産業廃棄物を高温焼成した人工軽量盛土材 材料 原料：頁岩 日本メサライト工業 89,857 円/m 材工 17 0 エアモルタル 同程度 － － 軽量盛土 密度0.6～1.2t/m3

No. 技術名称 登録番号 概要（副題）

活用効果

施工単価

　　　　　　　　（単位）



5.3.3 リサイクル・安定処理工の分類 

(1)添加材による分類 

添加材で分類すると、セメント系、石膏・石灰系、灰系、高分子系に分かれる。表-5.3.2

の中から抜き出した値は表-5.3.3 のとおりである。リサイクル・安定処理とは、発生土を

盛土材料として利用する際の改質工法で、セメント、石膏や高分子などを添加し、攪拌・

混合して用いるものであることがわかる。 

表-5.3.3 リサイクル・安定処理の添加材分類毎の集計 

分類 セメント系 石膏・石灰系 灰系 高分子系 

調査件数 7 件 7 件 6 件 9 件 

登録単価 1,400 円／m3～ 

13,000 円／m3 

2,800 円／m3～

35,000 円／m3 

900 円／m3～ 

12,000 円／m3 

1,100 円／m3～

25,000 円／m3 

添加材の基本はセメントや石炭灰で、その欠点を補うために石膏や高分子が使用されて

いる。このことは、セメント系の比較対象工法が掘削置換えであるのに対し、高分子系の

比較工法がセメント改良となっていることからわかる。登録単価のバラツキが大きいのは、

添加材のみの材料単価から工事費全体の単価まであり、統一されていないためである。そ

こで、単価区分の欄に材工費、工費のみ、材料費のみの区分を表に追加した。 

 

(2)特徴と施工能力による分類 

これら新技術のセールスポイントのキーワードとしては、中性、長距離搬送、高含水比

対応、重金属不溶化、高脱水施工などが記述されている。このことからリサイクルのニー

ズが化学的に安定で施工しやすいものをもとめていることがわかる。 

 施工能力は、40m3／日から 200m3／日の工法が多い。一部 500m3／日以上の工法もあ

り、最大値は 831m3／日となっている。この値を月当りの施工能力に換算すると、17 日

稼動と仮定して、700m3／月から 14,000m3／月となる。また、データを散布図にすると、

日施工量が多くなると単価が低下する傾向がわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.3.2 日施工量と単価 
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5.4 盛土工 

 

5.4.1 概要 

盛土工に関する NETIS 登録技術は主に、①盛土補強土工、擁壁工などで盛土の安定化

を図る技術、②盛土自体の荷重を軽くする軽量盛土技術、③盛土の品質を確保するための

施工管理技術等に大別できる。 

 なお、盛土の安定化を図る技術では、登録件数の多い盛土補強土工について取りまとめ

を行った。 

                

5.4.2 NETIS 調査結果 

(1)盛土補強土工 

 表-5.4.1 に、盛土補強土工に関する調査表を示す。 

 盛土補強土工は、環境、景観をキーワードとした技術と周辺環境を開発目標とした技術

が数多く登録されているのが特徴である。 

  

(2)軽量盛土工 

 表-5.4.2 に、軽量盛土に関する調査表を示す。 

 軽量盛土工は環境、リサイクルをキーワードとした技術が数多く登録されているのが特

徴である。 

 

(3)施工管理 

 表-5.4.3 に、施工管理に関する調査表を示す。 

 施工管理では、トータルステーションや GPS を用いた情報化施工の技術が数多く登録

されているのが特徴である。  

 

なお、ここで紹介する技術は、NETIS のキーワード検索により抽出したものである。各

工法についての適用性は、参考文献 1)4)5)6)7)などを参照していただきたい。 

 



 

表-5.4.1 調査表（盛土補強土工） 
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周辺環境
への影響

1 セルフォース KK-980052-A 盛土補強材 盛土補強土工 補強土盛土 ジオグリッド - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44 372 45 170,127 円/m 28.43 26.09 向上

2 サイクルメッシュCM CB-040039-A 環境負担を低減できる地盤補強工法 盛土補強土工 補強土盛土 ジオグリッド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 2,540 円/m2 6 50 向上

3 高強度帯状ジオシンセティック パラリンク HR-990111-V 軟弱地盤上の盛土対策工　敷網工 盛土補強土工 補強土盛土 関連製品 - ○ ○ ○ ○ ○ 68 90 5 581,130 円/m 20.02 20.83 向上

4 スタビランカ KK-050097-V 軟弱地盤補強用高強度ジオテキスタイル 盛土補強土工 補強土盛土 織布 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 135 15 3,173 円/m2 24.51 83.33 向上

5 マントルSシリーズ CB-990004-A 火山灰質粘性土の有効利用 盛土補強土工 補強土盛土 複合製品 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 3 15,297 円/m2 17 5 向上

6 セルシート KK-980090-A PETボトルリサイクル原料を用いた排水性能を有する補強材料 盛土補強土工 補強土盛土 複合製品 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 10 1 1,720 円/m2 7.03 0 向上

7 アデムウォール KK-020061-A 多機能で耐久性に優れたジオテキスタイル補強土壁 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 118 359 27 31,892 円/m2 31.32 16.67 向上

8 トレグリッドPF工法 KK-040067-A ジオテキスタイルを補強材とした新補強土擁壁工 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 63 4 28,205 円/m2 12.66 47.31 同程度

9 ジオブロック KK-990016-A 小型Conブロック壁面材+ジオグリッドによる補強土壁工法 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 45 280 5 32,687 円/m2 15.42 -46.3 同程度

10 ハイビーウォール(Hyb-Wall)工法 KT-010012-V 改良土とジオグリッドを組み合わせた補強土壁 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 21 3 32,919 円/m2 20.49 0 向上

11 ジオパネル QS-040021-A 大型パネルとジオグリッドを組合せた補強土壁工法 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ 0 41 7 30,275 円/m2 22.19 25 向上

12 完全乾式擁壁 「ストーンセレクト」 KT-020078 コンクリートブロック壁面材を用いた補強土壁 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド コンクリートブロック形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 20 500 32,000 円/m -28 60 向上

13 ハイブリッドフレ-ム補強土工法 KT-990436-A プレキャスト法枠とジオグリッドを併用した補強盛土工法 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド コンクリートブロック形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 8 4 36,900 円/m2 -15.31 21.74 向上

14 補強土壁工法「テンサーFW工法」 CB-010009 圧密沈下に対応できる補強土壁 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 2170 300 142,051 円/m -16 75 同程度

15 ジオグリッド補強土護岸工法 CB-030092-A 現場発生土を補強材で補強し利用 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 16 0 66,636 円/m 11 0 向上

16 補強土壁工法「テンサーダブルウォール」 CB-990067-A ジオテキ二重壁補強土工法 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 290 2308 120 187,728 円/m 23 14 向上
17 ジオロックウォール HR-990009-A 補強土を用いた高エネルギー吸収落石防護擁壁 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 60 1 471,720 円/m 30.34 33.33 向上
18 盛土法面補強構造体(TOGA-WALL) HR-990035-A 高盛土における急勾配のり面の補強 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 0 0 4,467,300 円/m 0.1 0 向上
19 PRISM(プリズム) KK-040016 荷重導入補強土工法 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 171,974 円/m2 9.36 21.43 向上
20 盛土補強材 コスモグリッド KT-980544 ジオグリッドによる盛土補強 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 67 786 24 28,910 円/m2 21.68 16.67 向上

21 RRR工法 KK-980030-A 剛壁面補強土擁壁工 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 200 270 225,000 円/m 25 25 向上

22 もくりん QS-040032 間伐材を利用した補強土壁 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド その他 ○ ○ ○ ○ ○ 0 6 0 29,389 円/m2 -9.55 0 低下

23 補強土壁工法「テンサー」 CB-010007 土の拘束力が強く強固な盛土を形成 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100 7000 1500 126,400 円/m 51 88 向上

24 アデム KK-980079-V 盛土・地盤補強用ジオグリッド 盛土補強土工 補強土壁 ジオグリッド - ○ ○ ○ ○ ○ 346 3507 291 28,835 円/壁m2 37.91 23.97 向上

25 テンサーVIG工法 CB-040008-A 圧密沈下に対応できる補強土壁 盛土補強土工 補強土壁 ジオネット コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 35 1 34,012 円/m2 15 8 同程度
26 ダブルウォール KT-990545 現地発生土を中詰に利用したダムまたは擁壁の構築 盛土補強土工 補強土壁 タイバー その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 41 179 30 79,912,480 円/基 11.6 28.7 向上
27 多数アンカー式補強土壁工法 KT-980087-V 広範囲の現場発生土に対応できる補強土壁工法 盛土補強土工 補強土壁 タイバー コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 199 775 8 414,050 円/m 8.82 5.26 向上
28 テールアルメ工法A3 CB-040062-A ストリップ配置を改良し省力化を図る 盛土補強土工 補強土壁 鋼板 コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 91 1 295,323 円/m 5 0 同程度
29 スーパーテールアルメ工法 QS-060012-V 補強部材の 適配置と壁面部材の大型化を実現した補強土工法 盛土補強土工 補強土壁 鋼板 コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 7 1 284,937 円/m 8.98 28.92 向上
30 緑化テールアルメ(テラトレールF2,テラヴェール)工法 TH-990034-A 緑化補強土工法 盛土補強土工 補強土壁 鋼板 コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 47 581 13 145,442 円/m 35.9 33.33 向上
31 V.W.C.補強土擁壁工法 KK-020052 コンクリートパネルと鋼製チェーンを用いた補強土工法 盛土補強土工 補強土壁 鎖 コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ 0 3 0 247,579 円/m 4.12 25 向上

32 チェーンウォール工法 KK-060029-A チェーンを補強材として盛土の安定を図る補強土壁 盛土補強土工 補強土壁 鎖 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 0 29,246 円/m2 28.37 53.89 向上

33 鋼製スリットウォール工法 KK-980078 補強材にチェーンを用いた補強土の新工法 盛土補強土工 補強土壁 鎖 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 98 7 118,680 円/m 42.14 33.33 向上

34 TUSS工法 QS-980159 スライドジョイントと補強機能で広範囲な土質に対応できる補強土工 盛土補強土工 補強土壁 鉄筋 コンクリートパネル形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 98 37 － － － －

35 レコウォール工法 KT-030026-A 小型コンクリートブロックと鋼製支圧アンカーを用いた補強土壁工法 盛土補強土工 補強土壁 鉄筋 コンクリートブロック形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 4 30,703 円/m2 13.46 0 向上

36 スーパーレクサ KK-030002-A 壁面緑化が可能なアンカー式補強土壁工法 盛土補強土工 補強土壁 鉄筋 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 52 2 167,416 円/m 41.01 20 向上

37 排水性盛土補強工法『ダイヤベース』 KT-030027 ハイブリッド型ジオテキスタイル 盛土補強土工 補強土壁 複合製品 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 9 0 333,620 円/m幅 2.71 0 同程度

38 鋼製緑化もたれ式擁壁 K・E-WALL 1型 HK-030027 現地発生土を中詰材に利用可能な底版の短い緑化擁壁 盛土補強土工 補強土壁 その他 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17 114 7 50,043 円/m 24.74 18.18 向上
39 ワイヤーウォール60 KK-980083-V 壁面緑化が可能な補強土壁工法 盛土補強土工 補強土壁 その他 鋼製枠形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 417 7435 304 22,240 円/m2 30.75 46.19 同程度

40 ソルパックウォール工法 CB-030011 土嚢を用いて補強土壁の安定を図る 盛土補強土工 補強土壁 - 巻込み形式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 8 15 446,750 円/m 16 38 向上

1 ブランチブロック工法 CG-050005-V 自然調和型土木構造物 擁壁工 ブロック積擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 4 3 32,057 円/m2 -6.45 6.25 向上

2 NSSブロック CG-040013-V 道路土工指針準拠の鉄筋一体型大型ブロック 擁壁工 ブロック積擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 77 2 339,460 円/m 12.98 55.56 向上

3 階段状土留工法(ウッディビオマット) TH-990093-A 緑化を目的とする土留工法 擁壁工 ブロック積擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 120 0 25,577 円/m2 1.1 73.21 向上

4 O&Dウッド校倉式工法 KK-980031-A 高耐久性処理を施した間伐材で校倉式構造物を築造する 擁壁工 井げた組擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 85 3 27,648 円/m2 4.56 36.67 向上

5 Gr・L型擁壁 QS-030051-V 車両用防護柵基礎一体型プレキャストＬ型擁壁 擁壁工 片持ち梁式擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 742 3 41,302 円/m 26.45 80 向上

6 SSW工法 CG-030025 気泡混合土を使用して支持力低減 擁壁工 その他のコンクリート擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 1 0 575,000 円/m 34 50 向上

7 親杭パネル壁工法 CB-990007-A 親杭パネルと親杭を一体化 擁壁工 その他のコンクリート擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 62 3 752,900 円/m 21 44 向上

8 CM式T型ブロック積擁壁(ティーロード) CB-980049-A 擁壁を一体化させ連続性を持たせる 擁壁工 その他のコンクリート擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 105 103 218,265 円/m 2 34 同程度

9 KBW・KBW緑化タイプ SK-040003-A 箱積み式大型ブロック積様壁 擁壁工 その他のコンクリート擁壁 - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 54 0 252,860 円/m -7 60.44 低下

分類 実績 活用効果

施工単価

　　　　　　　　（単位）

No. 技術名称 登録番号 概要（副題）

技術の区分 キーワード 開発目標



表-5.4.2 調査表（軽量盛土工） 
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1 TXシステム工法 KK-030003 積層連結具を用いた発砲スチロール軽量盛土工法 軽量盛土工 人工素材 発泡スチロール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 1 1 19,453 円/m3 2.85 45.95 同程度

2 ウォールブロック工法 QS-040024-V 軽量壁面材付きEPSブロックによる軽量盛土工法 軽量盛土工 人工素材 発泡スチロール ○ ○ ○ ○ ○ 10 40 12 319,396 円/m 25.01 23.53 向上

3 EPS工法 QS-980120 発泡スチロール盛土材料 軽量盛土工 人工素材 発泡スチロール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 730 4080 640 71,710,000 円/基 9.63 12.99 向上

4 LBカバー HR-060034-A EPS軽量盛土工法壁面材 軽量盛土工 人工素材 発泡スチロール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 3 0 99,200 円/m 17.72 39.04 向上

5 Q&Z・Q&QZブロック KK-050011 超軽量盛土用土木資材 軽量盛土工 人工素材 発泡スチロール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3 5 19,068 円/m3 9.8 33.33 同程度

6 クイレスウォール工法 HK-060004-A EPS軽量盛土工法の施工合理化 軽量盛土工 人工素材 発泡スチロール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 1 19,500 円/m2 39 34 向上

7 気泡混合補強土工法 KT-980397-V 建設発生土を利用したHGS気泡混合土工法 軽量盛土工 人工素材 気泡混合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 2 0 8,783 円/m3 9 66.67 向上

8 FCB工法 KT-980624-V 気泡混合軽量土を用いた軽量盛土工法 軽量盛土工 人工素材 気泡混合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 19 1 636,800 円/m 18.88 0 向上

9 N-S.P.Cウォール工法 QS-000001-A 平板式ロックボルトで固定したパネル式軽量盛土工法 軽量盛土工 人工素材 気泡混合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 134 3 311,730 円/m 43.58 25 向上

10 パイックスーライト工法 QS-030021 現地泥土を再利用した大規模な軽量高盛土工法 軽量盛土工 人工素材 気泡混合 ○ ○ ○ 1 0 0 － － － － 同程度

11 ウレタンLH工法 KT-010002-A 現場発泡ウレタン軽量盛土 軽量盛土工 人工素材 発泡ウレタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 86 4 24,800 円/m3 -6.85 40 向上

12 フォームライトW(R-PUR工法) QS-990001-V 現場発泡ウレタン軽量盛土材料 軽量盛土工 人工素材 発泡ウレタン ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 164 1 24,027 円/m3 -10.04 52.63 向上

13 太平洋カルストーン (人工軽量盛土材) CBK-040001-V 材料を軽量化して土圧、荷重を軽減 軽量盛土工 人工素材 軽量骨材 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 45 15 910,662 円/m 19 27 同程度

14 軽量盛土工法 QS-980178 プレキャスト無筋コンクリート（ポカラ）を用いた軽量盛土材料 軽量盛土工 人工素材 空隙率の高いブロック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 0 1,289,225 円/m 21.1 11.5 向上

15 軽量盛土材「スーパーソル」 QS-980235 廃ガラスを粉砕・焼成発泡させて作成した軽量盛土材 軽量盛土工 発生材 廃ガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 15 25 16,500 円/m3 1.79 50 向上

16 軽量盛土材Newプリセラム SK-050015-A 廃ガラスをリサイクルした軽量盛土材料 軽量盛土工 発生材 廃ガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 20 11 17,034 円/m3 13.31 2.27 向上

17 FWG軽量盛土工法 QS-040033 ガラス廃材をリサイクルしたミラクルソルによる軽量盛土工法 軽量盛土工 発生材 廃ガラス ○ ○ ○ 0 10 1 26,919 円/m3 -115.46 0 向上

18 石炭灰気泡混合軽量土 SK-020003-V 石炭灰を活用した気泡混合軽量盛土工法 軽量盛土工 発生材 石炭灰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 4 3 12,212 円/m3 12.1 7.14 向上

19 灰テックビーズ SK-050013-V 石炭灰（フライアッシュ）を主原料とした人工地盤材料 軽量盛土工 発生材 石炭灰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 1 478,765 円/m 17.92 22.22 向上

20 発泡ビーズ混合軽量土工法 KT-990031-V 建設発生土を利用したHGS発泡ビーズ混合軽量土工法 軽量盛土工 混合処理 発泡ビーズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 69 4 11,840 円/m3 40.01 38.65 向上
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1 土の締固め自動管理 HR-040009 自動追尾トータルステーション、GPSを用いた土の締固め管理 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 4 0 30 円/m3 3.72 16.67 同程度

2 盛土施工管理システム KT-000140-A トータルステーションとCADを利用した情報化施工管理システム 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 1 1 195 円/m3 3.65 20 同程度

3 アマックス KK-980061-A 締固め施工管理システム 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2 6 55 円/m2 87.8 75 向上

4 GPS・地盤反力データを用いた盛土締固め管理システム KT-010048-A 工法規定品質規定方式を同時に満足する高度盛土管理. 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 4 0 19 円/m3 6.45 84.62 同程度

5 GPSを使用した締固め自動管理システム KT-010150 GPSを使用した締固め自動管理システム 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 0 10,000,000 一式 0 0.2 同程度

6 3次元情報とαシステムによる情報化施工 KT-050054-V 3次元CAD・地盤剛性評価装置を適用した情報化施工 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 4 4 2,000,000 円/月 42.86 0 同程度

7 GPSによる盛土の敷均し・締固め管理システム KT-060123-A 重機位置情報の有効活用による情報化施工管理システム 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 5 4 28 円/m3 9.34 80 同程度

8  GPS活用土工管理システム KT-990131-A GPSと造成CADシステムの組合せによる土工管理の省力化 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ 0 6 1 11,000 円/ha 50 21.43 同程度

9 ソイルアナライザー KT-990176-A 振動加速度計を用いた密度測定システム 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 2 1,000 円/測点 66.67 66.6 向上

10 GPSによる盛土の締固め管理システム KT-990521-A RTK－GPSやDGPSを利用した盛土の締固め管理システム 施工管理 システム 締固め管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 0 3,224,000 円/月 25.33 0 同程度

11 BeingProject-CCPM SK-070003-A 不確実性を考慮した工程管理システム 施工管理 システム その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 9 0 30,751 円/ヵ月 2.6 61.54 同程度

12 光波PMC方式 光ファイバ振動・衝撃検知システム KT-070057-A 落石、土石流・雪崩、橋梁・ダム等の衝撃・振動検知システム 施工管理 システム その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 1 15,000,000 一式 2.41 6.67 同程度

13 3次元マシンコントロールシステム3D-MC KT-990421-A 建設機械制御システム 施工管理 システム その他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 8 1 50,000 円/日 -16.82 9.09 同程度

14 セーフティークライマー工法 CG-070003-A 高所急斜面での機械無人化施工 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 20 1 8,794 円/m3 9 83 向上

15 建設機械の無線遠隔操縦技術 HR-000015-A 汎用機械の遠隔操縦システム 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ 4 0 0 405 円/m3 -113.2 -164.3 同程度

16 災害復旧用簡易遠隔操縦装置 QS-000002 建設機械（バックホウ）の遠隔操作装置 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 － － － － 同程度

17 大型土工機械の遠隔操作技術 KT-980413 遠隔操作型建設機械により掘削・搬出 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ 3 0 0 4,300 円/m3 同程度

18 直動式遠隔操作システム KT-990441-A 操作レバー式汎用重機を遠隔操作機械に改造するシステム 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ 10 8 1 424 円/m3 -139.55 -41.18 同程度

19 テレアースワークシステム QS-030008 遠隔土工システム 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ 7 4 0 － － － － 向上

20 前田式無人化機械土工システム SK-060025-V 土工管理システムによる施工効率向上 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 1 1,097 円/m3 -132.17 0 同程度

21 五洋式無人化土工システム TH-030011-A 無線LANを用いた無人化施工システム 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 1,150,400 円/組 66.9 0 同程度

22 建設機械遠隔操作システム KT-980508-V 複数重機の無線遠隔操作システム 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ 8 4 1 10,290 円/m3 -313.43 -33.33 向上

23 油圧ショベル新遠隔操縦システム CB-040091 急傾斜地でも電波の送受信が可能 施工管理 無人化施工 ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 0 77,850,000 円/台 -456 -67 同程度

No. 技術名称 登録番号 概要（副題）
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5.4.3 盛土補強土工の分類 

 盛土補強土工は補強盛土および補強土壁に分類されるが、登録件数の多い補強土壁につ

いて取りまとめを行った。 

 

5.4.3.1 補強土壁  

 補強土壁は、裏込め部に敷設された補強材と裏込め材との間の摩擦抵抗力などで壁面の

安定を保つ工法である。NETIS の登録では、補強材の種類、壁面形式を組合せた様々な工

法、材料、製品があり、主に補強材と壁面形式で分類した（表-5.4.1 分類 3 及び 4 参照）。 

補強材は、ジオグリッド、関連製品、複合製品、鋼材等が主に用いられている。 

 壁面形式は、コンクリートパネル形式、コンクリートブロック形式、鋼製枠形式等が用

いられている。 

①関連製品 5) 

 関連製品とは、ジオテキスタイル関連製品のことであり、ジオグリッドおよびジオネッ

ト以外で、透水性のあるシート状または帯状の高分子材料からなる製品である。  

 調査表では、「高強度帯状ジオシンセティック パラリンク」などがこれに該当する。 

②複合製品（ジオコンポジット）5) 

 複合製品とは、ジオグリッド、ジオネットなどを任意に組合せて一体とした複合製品。

単一製品の長所をお互い組合せて必要な機能を発揮させたものである。 

 調査表では、「セルシート」などがこれに該当する。  

 

5.4.4 軽量盛土工 

 軽量土盛土工は、軽量盛土材の種類によって分類するのが一般的である。ここでは、人

工素材、発生材、混合処理に分類した（表-5.4.2 分類 2 参照）。 

 

①人工素材 

発砲スチロールや気泡モルタル（気泡混合）などの軽量材を用いたもの。 

 

②発生材 

天然に発生する材料および産業活動等で発生する材料を軽量盛土材として用いるもの。 

 

③混合処理 

土に直径 1～3 ㎜程度の球状の発砲ビーズなどを混合するもの。 

 

5.4.5 施工管理 

施工管理は、盛土の締固めをシステム化した技術と無人化施工に関する技術があり、こ

れらについて分類した（表-5.4.3 分類 2 参照）。 



5.5 のり面保護工 

 

5.5.1 概要 

 のり面保護工は、後述する日本道路協会「道路土工 切土工・斜面安定化工指針(H21)8)」

（以下道路土工）の分類によると、主に、のり面緑化工と構造物工に大別できる。 

 このうち、のり面緑化工では、播種工、植栽工、苗木設置吹付工があるが、ここでは主

に播種工について取りまとめた。また構造物工では、金網張工、のり枠工、擁壁工などの

うち、主にのり枠工について取りまとめを行った。 

 なお、調査結果については、整理の都合上、NETIS による分類ではなく道路土工の分類

に沿って取りまとめた。 

 

5.5.2 NETIS 調査結果 

(1)播種工 

 表-5.5.1 に、播種工に関する調査表を示す。 

 播種工は、厚層基材吹付工、客土吹付工、植生マット工、種子散布工とその他に分類し

た。 

厚層基材吹付工については、最も多くの件数が登録されており、いずれも基材に現地発

生材やリサイクル材を用いた工法が登録されている。基材の製造過程で、堆肥化するもの

としないもの、現場内で製造するものと工場で製造するものなどの差異がある。 

 また、客土吹付工、種子吹付工についても、厚層基材吹付工と類似した傾向が見受けら

れた。 

植生マット工については、天然素材を用いて植生が進んだ後マット自体が生分解するも

のやリサイクル材を活用した工法が多い。植生基材注入工法についても、厚層基材吹付工

と同等の材料を注入する工法があった。 

なお、表右欄に各工法の特徴を追記した。 

 

(2)構造物工 

 表-5.5.2 に、構造物工に関する調査表を示す。 

 構造物工には多くの工法があるが、擁壁工、地山補強工、グラウンドアンカー工等につ

いては、切土工、盛土工で取り扱うこととし、金網張工と枠工について取りまとめた。 

 金網張工は、法勾配を切土勾配よりも緩くするために階段状に客土できる工夫がされて

いるものや、植生が繁茂した後に金網自体が生分解する材料を用いたものなどがある。 

 枠工については、間伐材や粗朶を枠として利用するものや、クリンプ金網の型枠の形状

を工夫した吹付枠、型枠を軽量化したものなどがある。なお、コンクリート擁壁工が 1 件

あるが、プレキャスト受圧板を地山に挿入した固定ボルトで固定し、階段状に植栽ポケッ

トをつくる工法である。  



表-5.5.1 調査表（播種工） 
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×：利用しない
△：利用できる

○：利用する
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　　堆肥化
1.しない(生で
吹付)
2.現場内です
る
3.現場以外で
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4.不明
5.しない(一定
期間堆積)

○：利用する
×：利用しな
い
△：利用でき
る

1.現場内
2.現場外
3.その他

1 ネッコチップ工法 CB-980067-V 現場発生物を法面緑化に再利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 104 107 13 4,350 円/m2 16 50 向上 ○ ○ 1 ○ 1 ラス網併用 1：0.8

2 チップバック植生工法 HK-030025-A 現場発生物を法面緑化に再利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16 20 0 2,739 円/m2 15 -20 向上 ○ ○ 1 ○ 1 1：0.8

3 OM緑化工法 HK-040023-A 現地土とリサイクル資材を有効利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 0 2,980 円/m2 20 0 向上 ○ ○ 1 ○ 1 1：0.8

4 三宝菌緑化システム HK-060020-A ライブチップ工法、ネイティブソイル工法、ハイブリッド工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 4 0 2,285 円/m2 38.08 36.36 向上 ○ ○ 1 ○ 1 ラス網不要 1：0.8 1：0.8

5 高次団粒SF緑化システム-SF緑化工法,TG緑化工法、BF緑化工法、ER緑化工法、MF緑化工KT-980311-V 高次団粒吹付技術で表土を再生する緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1200 9999 1000 2,960 円/m2 12.94 81.25 向上 ○(BF,TS) ○(BF) 1 ○(ER) 1 ラス網併用 1：0.3 1：1.0

6 ミドリナール団粒緑化工法 KT-980420-A 廃棄物利用、土壌菌配合、団粒基盤植生基材吹付工 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 15 5 2,763 円/m2 12.29 0 向上 ○ ○ 1 ○ 1 1：0.6

7 表土吹付工法 SK-010008-A 埋土種子を活用し、法面に多様な自生種を育成させる緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 5 0 4,540 円/m2 -0.9 -74.65 低下 ○ ○ 1 ○ 1 1：0.8

8 エコリバースグリーン工法 CB-030021-A 現地土とリサイクル資材を有効利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1 4 3,862 円/m2 9 50 向上 ○ ○ 1 ○ 3 1：0.6

9 セラタン緑化工法 CB-000005 植物系廃棄物を法面緑化材に使用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 6 0 3,720 円/m2 21 0 向上 ○ ○ 1 × -

10 ウッディソイル工法 CB-040068-A 現地土とリサイクル資材を有効利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 55 0 4,394 円/m2 1 0 同程度 ○ ○ 1 × - 1：0.8

11 PRE(ピーアールイー)緑化工法 CG-020023-A 現場発生物を法面緑化に再利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 33 155 1 3,784 円/m2 5 60 向上 ○ ○ 1 × - 1：0.5 1：0.8

12 AKチップ工法 CG-030014-A 現場発生物を法面緑化に再利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 40 2 4,357 円/m2 15 0 向上 ○ ○ 1 × - 1：0.7 1：1.5

13 サンソイル工法 CG-050006-A 現場発生物を法面緑化に再利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 42 0 4,445 円/m2 5 0 向上 ○ ○ 1 × - 1：0.5

14 イソイル緑化工法 HR-030021 木材再資源化法面緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 2 3,752 円/m2 15.36 0 向上 ○ ○ 1 × - ラス網併用 1：0.5

15 ビーバーチップ工法 KT-020070 木材チップ利用工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 0 3,666 円/m2 8.12 -70 向上 ○ ○ 1 × - ラス網併用

16 ウッディベース工法 KT-060121-A 未利用植物性廃材を用いたリサイクル緑化 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 6 0 7,389 円/m2 27.35 0 向上 ○ ○ 1 × - ラス網併用 1：0.5

17 デ-ルチップ工法 QS-040019-V 自然の恵みを循環させるリサイクル緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 34 1 4,501 円/m2 6.23 0 向上 ○ ○ 1 × - ラス網併用 1：0.5

18 植物誘導吹付工 QS-980200 植物発生材の現地リサイクルによる法面等の緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 139 378 2 4,140 円/m2 5.37 0 向上 ○ ○ 1 × - 1：0.5

19 竹繊維法面緑化工法 TH-030015-A 循環型資源となる伐採竹を有効利用したリサイクル工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 7 0 3,800 円/m2 5 23.81 向上 ○ ○ 1 × - ラス網不要 1：0.8

20 チップクリート緑化工法 TS-030001-A 木質系廃棄物のリサイクル緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 5 2 6,720 円/m2 0 -4.71 同程度 ○ ○ 1 × - ラス網併用 1：0.5

21 オールグリーニング工法 TH-020031-V 環境配慮型短繊維混入高機能 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 10 0 3,650 円/m2 8.75 28.57 向上 ○ ○ 1、2 ○ 1 1：0.5

22 エコサイクル緑化工法 KT-990055-V 廃棄物の有効利用によるリサイクル緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 70 254 10 4,217 円/m2 0.78 0 向上 ○ ○ 1、2 × - 1：0.5

23 自然培養土レアチップ吹付工法 CB-010001-A 現地土とリサイクル資材を有効利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 58 3 2,733 円/m2 13 33 向上 ○ ○ 2 ○ 1

24 エコチップ厚層基材吹付工 KT-020062 リサイクル材を利用したのり面緑化（植生基盤吹付） のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 3,439 円/m2 29.82 30 向上 ○ ○ 2 × - ラス網併用

25 エコラウンドショット CB-040028-A 現場発生物を法面緑化に再利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 28 1 2,229 円/m2 29 25 向上 ○ ○ 2 × - 1：0.8

26 SEG工法(資源循環型緑化工法) CG-020019-A 現場発生物を法面緑化に再利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 3 0 5,902 円/m2 5 0 向上 ○ ○ 2 × -

27 自然培養土吹付工法 CB-010001-A 現地土とリサイクル資材を有効利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 58 3 2,733 円/m2 13 33 向上 ○ ○ 3 ○ 2 軟岩ではラス網使用 1：0.8 1：0.8

28 法面緑化工ピーエムシー(PMC)工法 HR-990079-A 伐採材と下水汚泥等を緑化基盤材に有効活用した緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 2916 34 4,078 円/m2 21.54 12.5 向上 ○ ○ 3 × - 1：0.8

29 エコールリサイクル緑化工法 TH-030020 建設発生木材をリサイクル堆肥にした基盤材で緑化する工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 24 2 3,490 円/m2 8.16 0 向上 ○ ○ 3 × -

30 膨軟化チップ吹付工法 TH-050012-A チップ加工された建設発生材を圧縮加熱加工して吹付けるリサイクル緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 8 2 4,390 円/m2 4.15 0 向上 ○ ○ 3 × - 1：0.5

31 ホートク緑化工法 KT-040010 浄水ケーキ等を有効活用した客土注入工リサイクル緑化 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 11 6 3,519 円/m2 8.6 20 向上 ○ × - ○ 1 ラス網併用 1：0.8

32 デスリーショット工法Ⅰ QS-020010 硬質法面緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 6,826 円/m2 -16.68 0 向上 △ × - ○ 1 MKストッパー 1：0.3

33 カエルドグリーン工法 TH-020037-A 濁水処理ケーキなどを利用した法面緑化吹付工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 23 7 2,067 円/m2 43.21 50 向上 ○ × - ○ 1 1：0.6 1：1.5

34 キャトルバン工法 KT-990367-A 無土壌のり面の緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 300 2074 241 5,013 円/m2 25.33 0 同程度 △ △ ラス網併用 1：0.6

35 プライオグリーン緑化吹付工法 CB-010026 リサイクル資材を有効利用 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 137 23 3,092 円/m2 22 50 向上 × - - × - ラス網不要 1：1.0 1：1.0

36 プランツソイル工法 CB-040027 法面に恒久性の高い植生を構築 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 51 3 3,620 円/m2 63 23 向上 × - - × - 1：0.3

37 バイオ・プラスターチ種子吹付工 HK-060010-A 省人化および環境負荷低減型工種 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 16 2 3,390 円/m2 18.31 11.27 向上 × × - × - 生分解繊維 1：0.8 1：0.8

38 RC抗菌性樹皮繊維緑化工法 KK-990028-A スギ、ヒノキの樹皮を特殊加工したリサイクル環境保全型工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 173 21 2,730 円/m2 31.75 38.46 向上 × × - × - 1：0.3 1：1.0

39 NESソイル法面緑化工法 KT-030005 有機性廃棄物コンポスト法面緑化基盤材としての利用技術 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 0 1,000 円/ℓ 28.57 0 向上 × × - × -

40 ノンラス工法 QS-020028 金網張工不要のスピード施工の新しい植生基材吹付工 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 17 0 4,219 円/m2 15.4 28.57 同程度 × × - × - ラス網不要 1：0.8 1：0.8

41 アルプラス工法 QS-030056-A 酸性雨・強酸性土壌対策緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 30 17 4,195 円/m2 -4.88 同程度 × × - × -

42 斜面樹林化工法 QS-980148-A 自然環境再生を目的とした斜面・法面への樹林化システム のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 13 0 6,047 円/m2 4.17 0 向上 × × - × - ラス網併用 1：0.6

43 法面緑化工『土壌菌工法』 QS-980171-V 有効土壌細菌による法面の永久緑化 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 197 2755 138 5,000 円/m2 -19.05 16.67 低下 × × - × - ラス網併用 1：0.4

44 ミラクルボ-ル緑化工法 QS-980201-A 高吸水性発泡廃ガラスを用いた法面緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 38 3 4,000 円/m2 0 0 同程度 × × - × - 1：0.8

45 ライフソイルG工法 TH-010020 基材の収縮・ひび割れ・剥離を軽減した法面緑化工法 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 82 4 4,730 円/m2 2.28 0 向上 × × - × - ラス網不要 1：0.2

46 ロービングショット工法・ロービングソイル工法 TH-990104-A 長繊維混入厚層基材吹付工・客土吹付工 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34 227 34 2,937 円/m2 13.62 25 向上 × × - × - アンカーピン 1：0.5

47 植物発生材を植生基材吹付工に使用できる発酵調整剤 KT-050110-V 伐採木の現場内再利用を可能にする のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 1 4,148 円/m2 1.24 0 向上 ○ ○ 1 × - ラス網併用 1：0.5

48 VA菌根菌活用による緑化 CB-020014-A 菌根菌を吹付け、永久緑化を図る のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 37 1 5,130 円/m2 -27 0 向上 × × - × - ラス網併用 1：0.7

49 炭(カーボン)パワーソイル QS-020024 木質系廃棄物・家畜排泄物・樹皮リサイクル緑化基盤材 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 10 0 3,500 円/m2 向上 × × - × - 1：0.8

50 エコダー QS-020038 植繊機処理した竹繊維を含む植生基盤材 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 20 円/ℓ 向上 × × - × -

51 酸性土壌改良材 (ケービーグリーン) TH-040010-A 鶏糞を微生物で発酵・完熟させた酸性土対策の調整剤 のり面緑化工 播種工 厚層基材吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 15 2 2,820 円/m2 52.2 0 向上 × × - × -
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1.現場内
2.現場外
3.その他

1 マルチスプレッド工法(植生リードマルチング工) KK-010049-A 木チップと現地発生表土を活用した緑化工法 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39 50 11 3,930 円/m2 9.66 0 向上 ○ ○ 1 ○ 1 1：1.5以緩

2 Dアスター草花緑化工法 SK-980037-A 法面や平地の雑草対策に適用できる緑化工法 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 20 0 2,792 円/m2 36.9 78.57 向上 立体金網併用 1：0.5

3 チップ緑化(バークブロアー)工法 KT-030052 伐採材リサイクル型法面緑化工法 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 24 14 1,310 円/m2 72.7 30 向上 × ○ 5 × -

4 ダム等の湛水のり面緑化工法 QS-040004 水辺裸地部の景観と水質改善するための基盤造成方法 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1 1 13,709 円/m2 － － 同程度 1：0.8

5 カッセーチップ工法 HR-020017-A 現場発生木材のリサイクル工法 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 78 5 18,306 円/m3 23.72 75 向上 ○ ○ 2

6 PMC緑化工法 TH-980012-A リサイクル資材を有効利用した緑化工法 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 203 0 － － － － × ○ 3 × - 1：0.8

7 アルカリ土壌中和剤「ドクターペーハー」 HR-020030-A アルカリ化した建設発生土や建設汚泥を中和し再利用 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 18 4,180 円/m3 65.56 70 向上

8 エコスティブラー KK-040048-A 無機系緑化吹付け安定材 のり面緑化工 播種工 客土吹付工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 53 6 1,596 円/m2 40.22 50 向上 1：0.6

1 バイオ・オーガニック工法 CG-980020-V 客土を圧力ポンプでマットに注入 のり面緑化工 播種工 植生基材注入工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 146 1664 32 4,800 円/m2 -20 -40 向上 1：0.3

2 法面緑化工法「バイオ・植生注入マット工法」 CB-990074 リサイクル資材を有効利用 のり面緑化工 播種工 植生基材注入工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 77 0 1,107,672 円/m2 46 40 向上 1：0.3

3 残土利用リフォームマット工法 KK-980096-A 現場発生土及び浚渫ヘドロ等がリサイクル可能なシステム のり面緑化工 播種工 植生基材注入工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 4 0 8,532 円/m2 26.27 50 向上

4 フォレストマット(桐生グリーンマット)工法 KT-040038 大地に優しい段階的な生分解植生マット工法 のり面緑化工 播種工 植生基材注入工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 22 5 5,302 円/m2 10.32 16.67 向上

1 ビオ・セル・ショット工法 KK-010052-A 景観形成に優れたグラウンドカバープランツの苗吹付け緑化技術 のり面緑化工 播種工 種子散布工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 77 17 3,936 円/m2 43.77 70.59 同程度 ラス網併用 1：0.8

2 リリィ・ターフシード工法 KT-060038-A 地被植物の種子を利用し維持管理費の低減を図る緑化吹付工法 のり面緑化工 播種工 種子散布工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 2 2,079 円/m2 -68.6 36.96 向上 1：1.2

3 芝品種ティフ・ブレアを用いた工法 HR-040018-A 維持管理費軽減をめざした緑化工法 のり面緑化工 播種工 種子散布工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 258 166 155 円/m2 59.09 0 向上

4 グラベール工法 QS-050011-A 団粒効果による法面侵食防止および植生促進 のり面緑化工 播種工 種子散布工 ○ ○ ○ ○ 44 202 10 967 円/m2 29.63 64.79 向上 1：0.8

1 ZeroMat工法(ゼロマット工法) KK-050001-A 化学肥料ゼロ型厚層植生マットによる法面緑化工法 のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 25 3 5,176 円/m2 -17.63 29.41 向上

2 飛来ステーション工法 KK-060020-A 自然侵入の促進を図る植生誘導マット工 のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 14 0 3,030 円/m2 -74.15 -12.5 向上 1：0.8

3 法面緑化工法「リブマットグリーン工法」 CB-000030-A 岩盤での緑化の確実性を向上 のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 108 5528 20 7,433 円/m2 -6 10 向上

4 法面緑化工法「SN緑化万能マット工法」 CB-030034 マットを設置することにより緑化が可能 のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 90 7 5,176 円/m2 3 0 向上 1：0.8

5 森のタロー KK-040041-A 細断した間伐材を有効利用した植生マット のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 7 0 2,017 円/m2 -0.81 0 向上

6 ホートクマット緑化工法 KT-040009-A 浄水ケーキ等の有効利用によるリサイクル緑化工法 のり面緑化工 播種工 植生マット工

7 水位変動域緑化被覆マット工法 TH-070007-A 自然雑草育成基盤の法面保護マットを利用する緑化工法 のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 2,880 円/m2 19.16 0 向上 1：0.8

8 金網付植生袋・金網付植生シート・特殊被覆植生袋工 HK-060001-A 金網と植物ネットを一体化し工期短縮 のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 971 25 3,016 円/m2 7 40 向上 1：0.8

9 シロクマット KK-030017-A 小面積や硬質土壌の法面緑化に適応可能な植生マット のり面緑化工 播種工 植生マット工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 79 2 4,203 円/m2 -25.29 39.62 向上
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表-5.5.2 調査表（構造物工） 
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1 ユルクナール緑化工法 KK-040027-A 傾斜緩和型緑化工法 構造物工 金網張工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 19 0 8611 円/m2 -97.95 -53.33 向上 1：0.3～0.8

2 ナチュラス KT-050109-A 生分解性樹脂被覆金網 構造物工 金網張工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 0 1 650 円/m2 -182.6 14.29 向上

3 階段植生工 QS-980183 急傾斜法面緑化工法 構造物工 金網張工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3 11 0 － － － －

1 かんたん法枠工法 HR-040015-A 簡易吹付法枠工法 構造物工 吹付枠工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 16 0 6506 円/m2 35.36 35.07 向上 1：0.6

2 植栽フレーム工法 KT-050063-A 吹付法枠による緑化工法 構造物工 吹付枠工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 10 1 8871 円/m2 39.48 39.62 向上 1：0.3

1 ソイルダム工法 KT-050064-A 軽量のり枠による緑化工法 構造物工 プレキャスト枠工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 6 0 7604 円/m2 6.75 43.75 向上 1：0.8

2 リフレーム工法 KT-060046-V 急勾配斜面の緑化を可能にする現場吹付客土拘束型法枠工 構造物工 プレキャスト枠工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 2 2 13855 円/m2 9.98 11.07 向上 1：0.3

3 メッシュリング工法 KT-000094-A 軽量法枠による緑化工法 構造物工 プレキャスト枠工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36 805 103 5240 円/m2 33.89 50 向上 1：0.8

4 切土法面の早期樹林化工法 KT-040076 景観粗朶フレーム工法 構造物工 プレキャスト枠工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 3 15686 円/m2 3.92 21.21 向上 1：1～1.5

5 ログフレーム工法 KT-050038-V 環境負荷低減に間伐材を利用した法面保護工事 構造物工 プレキャスト枠工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 1 11722 円/m2 6.27 0 向上 1：0.8

1 緑化重視型グリーンベンチ工法 QS-020011 垂直受圧板を用いた斜面樹林化工法 構造物工 コンクリート擁壁工 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5 39 7 68850 円/m 17.15 0 同程度 プレキャスト受圧板を地山に挿入した固定ボルトで固定し植栽ポケッ

横枠で客土ポケットをつくることができる

柔軟で軽量なクリンプ金網製の枠材
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生づる、粗朶を法枠に使用することで、発根活着後は腐朽し自然に帰

低梁高断面、フレームセパで鉄筋かぶりを確保しやすい

横梁に代わる植栽棚

メッシュリングの内円に三角錐状の植生ポケットを作る金網

階段状金網
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5.5.3 のり面保護工の分類 

 

5.5.3.1 分類 

表-5.5.3 に道路土工の分類による前項の NETIS 調査件数と着目点を示す。今回の調査では、

これらのうち、主にのり面緑化工に関する技術とのり枠等の構造物工に関する技術に着目し調査

表右欄に記載した。のり面緑化工のうち NETIS では播種工に関する工法が多く登録されており、

構造物工では、金網張工、プレキャスト枠工、吹付枠工について取りまとめを行った。 

 

表-5.5.3 のり面保護工の分類 

種子の
種類

補助工法
（金網等）
の有無

袋・マット
の

材質

基盤材料
の種類/
リサイクル

堆肥化
の有無

材質
材料の

加工場所
製造場所

最大勾配

種子散布工 4 ○ ○ ○

客土吹付工 8 ○ ○ ○ ○

植生基材吹付工（厚層基材吹付工） 51 ○ ○ ○ ○

植生シート工

植生マット工 9 ○ ○

植生土のう工

植生基材注入工 4 ○ ○ ○

張芝工

筋芝工

植栽工

3 ○ ○

5 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

87

着目点

計

　　苗木設置吹付工

　じゃかご工

　石張工

　ブロック張工
構

造

物

工

　金網張工

　繊維ネット工

　柵工

　その他

　かご工

　井桁組擁壁工

　コンクリート擁壁工

　連続長繊維補強土工

　杭工

　グラウンドアンカー工

　コンクリート張工

　吹付枠工

　現場打ちコンクリート枠工

　石積、ブロック積擁壁工

NETIS
調査
件数

　地山補強土工

　プレキャスト枠工

　モルタル・コンクリート吹付工

道路土工　切土工・斜面安定化工指針（H21）による

のり面保護工の分類

播種工

植栽工

のり面
緑化工
（植生工）

 

  

5.5.3.2 播種工の分類と特徴 

ここでは、調査件数の多かった播種工についての技術的な傾向について述べる。 

播種工では、種子散布工を除く各工法とも、現地発生木材や発生土などを再利用して基材を製

造する工法が多い。 

現地発生木材に着目すると、細かく裁断しチップ化した木質材を堆肥化したのち施工するタイ

プと堆肥化せずに施工して施工場所で堆肥化するタイプ、その中間の各タイプがある。堆肥化す



るタイプでは、施工現場に堆肥化ヤードを設けるタイプとチップ化したのちに工場に搬入して堆

肥化するタイプがある。堆肥化しないタイプでは、現地でチップ化した直後に施工できる。 

発生土の利用については、現地発生土を利用する工法は現場内で基材を製造するタイプが多く、

浄水場で発生する汚泥クッキーや湖沼堆積物などを利用する工法については、それらを工場に持

ち込み袋詰めにするタイプが多い。袋詰めするタイプは、発生場所とは異なる現場で使用する資

材として流通されている。 

侵食防止剤、接合材については、調査表に記載していないが、フライアッシュ、ベントナイト

などの無機系材料、高分子系樹脂などの有機系材料、竹繊維など生分解する短繊維や長繊維など

で物理的に基材の成分を接合させるものがあった。 

植生基材の製造方法についての特徴を表-5.5.4にまとめた。 

 

表-5.5.4 植生基材の材料と製造、使用場所 

　土、土壌分 現場発生材/浄水場汚泥クッキー/湖沼堆積物など

　木質分 現場発生材/購入材

　結合剤(材) 有機系/無機系、繊維系

　保水材 使用する/使用しない

　種子,肥料 －

　その他 －

　堆肥化 する/しない

　加工場所/混合場所 現場内/現場以外

　加工状態 バラ/袋詰め

発生材採取地/別の場所

製造

　使用場所

材料
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